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は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
板
木
を
研
究
資
源
と
し
て
観
察
し
、
板
本
だ
け
を
見
て
も
分
か
り
得
な

か
っ
た
事
象
を
事
例
と
し
て
蓄
積
し
て
、板
本
書
誌
学
に
還
元
す
る
「
板
木
書
誌
学
」

と
い
う
方
法
論
を
提
唱
し
て
い
る（

１
）。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
よ
り
も
豊
か
な

視
点
で
板
本
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
板
本
観
察
手
法
が
見
出
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
た
っ
た
一
枚
の
板
木
が
現
存
す
る
だ
け
で
、
そ
の
本
全
体
の
板
木
の
構

成
が
お
よ
そ
明
ら
か
に
な
り
、
目
前
の
板
本
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
の

か
、
理
解
に
役
立
つ
場
合
が
あ
る
。
永
井
一
彰
氏
に
よ
る
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

刊
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
つ
い
て
の
考
証
が
そ
の
好
例
で
あ
る（
２
）。
永
井
氏
は
寛
政
元

年
版
の
諸
本
中
、
本
来
は
本
文
末
尾
に
来
る
べ
き
「
蛤
の
ふ
た
み
に
別
行
く
秋
そ
」

の
句
が
表
紙
見
返
し
に
来
て
い
る
「
蛤
本
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
現
存
す
る
一
枚
の

板
木
を
手
が
か
り
に
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
全
体
の
板
木
構
成
を
想
定
さ
れ
た
上
で
、

そ
れ
が
乱
丁
の
一
種
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
、
板
木
が
全
揃
い

で
現
存
す
る
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
刊
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』を
例
に
、
板
木
の
構

要旨
　板木がどのように仕立てられていたかを知ることで、目前の板本がなぜ
そのような姿をしているのか、理解できる場合がある。そのためには、そ
の板本の板木が何丁張だったのかを知る必要があるが、該当の板木が現存
する例は稀であり、推定に拠らざるを得ない場合が多いだろう。本稿は、
現存する板木と板本を対照しつつ、一点の板本に含まれる複数紙質の出現
パターンおよび匡郭縦寸の高低差パターンに着目し、板本から板木の構成
を推定する板本観察手法を提示する。
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	 Sometimes we can understand why a printed book is bound in an irregular 
order by analyzing the structures of the printing blocks that were used to print 
the book. To be able to that, it is essential to know how many chô (sheets) 
the printing block consisted of, but since only a limited number of printing 
blocks has survived it might be a difficult study. This article suggests that the 
investigation of the appearance of the paper as well as that of the height of the 
kyôkaku (the printed frame on the sheet) might help us to reveal what kind of 
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成
が
板
本
の
姿
に
影
響
を
与
え
た
事
例
を
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る（
３
）。

　

こ
う
し
た
調
査
は
、
板
木
が
一
枚
で
も
現
存
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
木
村
三
四
吾
氏
は「
古
版
『
冬
の
日
』諸
本
の
幾
つ
か
」お
よ

び
貞
享
三
年
刊『
春
の
日
』（
寺
田
重
徳
板
、天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫

所
蔵
）に
つ
い
て
、丁
に
よ
っ
て
墨
色
が
少
し
異
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、そ
れ
ら
の

板
木
が
「
一
丁
二
頁
を
一
面
と
す
る
版
板
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
推
定
さ
れ
て
い
る
（
４
）（
５
）。

　

こ
の
他
、
筆
者
が
気
付
い
た
範
囲
で
は
、
例
え
ば
一
点
の
板
本
に
お
い
て
、
丁
ご

と
に
異
な
る
彫
り
方
の
句
点
が
混
在
す
る
例
が
あ
る
。享
保
三
年（
一
七
一
八
）刊
の

伊
賀
屋
勘
右
衛
門
板『
八
百
や
お
七
恋
桜
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
、

4-13261-1

）
は
こ
の
例
に
該
当
す
る
が
、
区
点
を
黒
丸
点
で
示
す
の
は
、「
一
」
～

「
十
二
」、「
十
五
」、「
十
七
」
～
「
二
十
」、「
二
十
三
」～「
二
十
四
」、「
二
十
七
」

～
「
三
十
一
」、「
三
十
三
」
丁
、中
抜
き
の
白
丸
点
で
示
す
の
が
「
十
三
」
～「
十
四
」、

「
十
六
」、「
二
十
一
」
～

「
二
十
二
」、「
二
十
五
」
～

「
二
十
六
」、「
三
十
二
」、

「
三
十
四
」～「
三
十
七
」
丁

と
、区
点
の
彫
り
方
の
異
な
り

が
明
確
に
表
れ
る（
６
）（
図
1
）。

　

そ
の
原
因
は
、
該
書
の
板

木
の
調
製
を
担
当
し
た
彫
師

が
複
数
人
存
在
し
、
担
当
の

彫
師
に
よ
っ
て
句
点
の
彫
り

方
に
差
が
出
た
、
と
い
う
あ

た
り
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
結
句
、
こ
の
区
点
の

相
違
だ
け
を
根
拠
に
、
該
書

の
板
木
の
仕
立
て
ら
れ
方
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
二
十
一
」
～
「
二
十
二
」

丁
（
白
丸
）、
「
二
十
三
」
～
「
二
十
四
」
丁（
黒
丸
）、
「
二
十
五
」
～
「
二
十
六
」
丁

（
白
丸
）
あ
た
り
の
連
続
す
る
2
丁
分
を
ま
と
ま
り
と
す
る
パ
タ
ー
ン
に
着
目
す
れ

ば
、該
書
の
板
木
が
二
丁
張
の
板
木
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、白
丸
の
「
十
六
」
丁
と
「
三
十
二
」
丁
は
同
じ
板
に
彫
ら
れ
、黒
丸
の
「
十
五
」

丁
は
「
二
十
七
」
～
「
三
十
一
」
丁
（
5
丁
分
）
の
い
ず
れ
か
1
丁
、
も
し
く
は

「
三
十
三
」
と
同
じ
板
に
彫
ら
れ
、
残
り
の
黒
丸
1
丁
と
奥
付
が
同
じ
板
に
彫
ら
れ

て
い
た
か
、
と
推
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
同
様
の
事
例
で
2
丁
や
4
丁

の
パ
タ
ー
ン
を
見
事
に
出
現
さ
せ
る
例
は
な
い
か
、
今
後
の
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
を
見
れ
ば
、
板
木
が
現
存
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
板
木
が
ど

の
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
手
が
か
り
が
、
ま
だ
板
本
の
ど
こ
か
に

隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
拙
稿
に
お
い
て
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
刊
『
暢
寄
帖
』
を
例
に
、一
点
の
板
本
に
含
ま
れ
る
紙
質
の
異
な
り
が
、

板
木
の
異
な
り
を
示
す
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
試
論
を
提
示
し
て
お
い
た（
７
）。
本
稿

で
は
、
こ
の
紙
質
の
問
題
を
再
検
討
す
る
他
、
匡
郭
の
高
低
差
に
着
目
し
、
板
本
の

様
相
か
ら
板
木
の
構
成
を
想
定
す
る
方
法
を
試
み
る
。

　
　
　
１　
混
在
す
る
紙
質
の
出
現
パ
タ
ー
ン
と
板
木
の
構
成

　
　
　
　
　
―
立
命
館
大
学
ア
ー
ト・リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵

『
和
歌
麓
の
塵
』を
例
に
―

　
『
暢
寄
帖
』
の
よ
う
に
、
一
点
の
板
本
に
異
な
る
複
数
種
の
紙
質
が
混
在
す
る
こ

と
は
、
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
。
特
に
近
代
摺
の
板
本
に
は
、
こ
う
し
た
例
を
多
く
見

か
け
る
。
板
本
を
観
察
す
る
立
場
か
ら
は
、
紙
質
の
統
一
が
取
れ
て
い
な
い
杜
撰
な

造
本
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
紙
質
の
混
在
は
、
や
は
り
４
や
２
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図 1　伊賀屋勘右衛門板『八百やお七恋桜』（東北大学附属図書館狩
	 野文庫所蔵）十四ウ（白丸点）～十五オ（黒丸点）
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の
単
位
で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
。「
板
木
」
と
い
う
視
点
か
ら
板
本
を
観
察
す
る
時
、

ほ
と
ん
ど
の
板
本
が
四
丁
張
や
二
丁
張
の
板
木
で
摺
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
無
関
係
に
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
下
、本
節
で
は
四
種
の
紙
質
が
混
在
し
て
い
る
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー（
以
下
、立
命
館
A
R
C
）所
蔵『
和
歌
麓
の
塵
』（arcB

K
03-0091

、
中
本

3
冊
、
近
代
摺
。
以
下
、
本
節
で
は
底
本
と
呼
ぶ
。）を
例
に
、
紙
質
の
混
在
の
有
り

様
を
検
討
し
て
み
る
。

　

底
本
は
、
原
題
簽
「
和
歌
麓
之
塵　

上
」「
和
歌
麓
之
塵　

中
」「
和
歌
麓
之
塵　

下
」（
図
2
）。
刊
行
年
は
記
載
さ
れ
な
い
。
上
冊
の
表
紙
見
返
し
に
「
大
阪　

岡
島

宝
玉
堂
」（
図
3
）、
下
冊
裏
表
紙
見
返
し
の
蔵
板
目
録
に
「
大
阪
書
林　

本
町
通
心

斎
橋
東
へ
入　

河
内
屋
真
七
」
と
あ
る
（
図
4
）。

　
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録（
８
）」
に
よ
れ
ば
、『
和
歌
麓
の
塵
』
の
初
版
は
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
、
た
だ
し
享
和
元
年
の
序
あ
り
）

で
、
他
に
は
文
化
四
年
版
・
弘
化
二
年
版
・

元
治
元
年
版
が
あ
る
が
、
底
本
は
上
述
の
諸

版
の
う
ち
、
弘
化
二
年
版
（
以
下
、
弘
化
版
。

立
命
館
A
R
C
所
蔵
、arcB

K
03-0105

を
使

用
）・
元
治
元
年
版
（
以
下
、
元
治
版
。
架

蔵
本
を
使
用
）
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
そ

れ
ら
の
近
代
摺
で
あ
る
。

　

該
書
の
板
木
は
五
枚
が
現
存
す
る
が
、
巻

之
上
「
七
七
」
～
「
八
十
」
丁
ま
で
を
収
め

る
一
枚
（
N
0
1
5
1
、
奈
良
大
学
博
物
館

所
蔵
、
藤
井
文
政
堂
旧
蔵
）
が
底
本
と
一
致

す
る
。「
七
八
」
丁
オ
を
例
に
示
す
と
、「
も

み
ち
の
錦
吹
た
て
ゝ
」
の
「
の
」
の
内
部

に
あ
る
点
状
の
彫
り
残
し
が
板
木
・
底
本
・

弘
化
版
・
元
治
版
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、

寛
政
十
二
年
版
（
以
下
、
寛
政
版
。
立
命

館
A
R
C
所
蔵
、arcB

K
03-0100

を
使
用
）

に
は
こ
の
彫
り
残
し
が
見
ら
れ
な
い
。
板

木
の
浚
い
が
不
十
分
で
あ
る
点
も
同
様
で

あ
る
（
図
5
～
9
）。
巻
之
下
「
三
八
」
～

「
四
一
」
丁
を
収
め
る
T
2
5
6
5
、
巻
之
下

「
百
九
三
」
～
「
百
九
六
終
」
丁
を
収
め
る

T
2
5
6
5
、題
簽
の
板
木（
T
1
5
1
6
）・

袋
の
板
木（
T
2
3
2
2
）の
四
枚（
い
ず
れ
も

竹
苞
書
楼
旧
蔵
）
は
底
本
に
一
致
し
な
い
。
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図 2　底本 上冊表紙

図 3　底本 上冊表紙見返し

図 4　底本 下冊裏表紙見返し

図 5　板木（部分、鏡像、奈
	 良大学博物館所蔵）

図 6　底本図 7　弘化版図 8　元治版図 9　寛政版
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T
2
5
6
3
「
百
九
十
六
終
」
丁
の
「
馬
上
」
の「
馬
」を
板
本
と
比
較
す
る
と
、
板

木
と
寛
政
版
が
一
致
す
る
の
に
対
し
、
弘
化
版
・
元
治
版
は
明
ら
か
に
字
体
を
異
に

す
る（
図
10
～
14
）。
し
た
が
っ
て
本
文
の
板
木
に
つ
い
て
い
え
ば
、
竹
苞
書
楼
旧
蔵

の
板
木
は
寛
政
版
の
も
の
で
あ
る
。

　

紙
質
の
異
な
り
は
、
色
・
繊
維
の
荒
さ
な
ど
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
ず

し
も
図
版
で
明
示
で
き
な
い
が
、
図
15
を
見
れ
ば
全
く
色
が
異
な
る
紙
質
が
底
本
に

混
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
底
本
に
含
ま
れ
る
四
種
の
紙
質
を
そ
れ
ぞ
れ
A
B
C
D
種
と
し
て
、
そ
の
出

現
パ
タ
ー
ン
を
【
表
1
】
に
示
す
。
な
お
底
本
は
乱
丁
に
よ
り
、
巻
之
上
「
七
七
」

「
七
八
」丁
の
丁
順
が
入
れ
替
わ
る
他
、巻
之
下「
七
六
」丁
が
同
巻「
七
二
」と「
七
三
」

丁
の
間
に
入
る
。
巻
之
下
「
九
」
丁
は
欠
丁
で
あ
る
。

　

こ
の
表
を
見
る
と
、
紙
質
が
ま
ば
ら
に
出
現
す
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
が
、
多
く
の

場
合
、
出
現
パ
タ
ー
ン
は
4
の
倍
数
を
基
調
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
特
徴
を
捉
え
や

す
い
の
は
中
冊
か
ら
下
冊
に
わ
た
る
下
巻
「
七
六
」
～
「
百
十
八
」
丁
で
あ
り
、
4

丁
ご
と
に
目
ま
ぐ
る
し
く
紙
質
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
以
外
に
あ
っ

て
も
、
例
え
ば
Ｃ
種
が
連
続
し
て
表
れ
る
上
巻
「
一
」
～
「
一
六
」（
16
丁
分
）、
同

じ
く
Ｃ
種
が
連
続
す
る
下
巻
「
二
九
」
～
「
四
八
」（
20
丁
分
）
な
ど
も
、
４
丁
の

単
位
を
基
調
と
し
て
い
る
。
N
0
1
5
1
が
収
め
る
上
巻
「
七
七
」
～
「
八
十
」
丁

は
、
前
後
の
丁
と
紙
質
が
連
続
せ
ず
、
こ
の
4
丁
分
の
み
A
種
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
特
徴
か
ら
考
え
れ
ば
、
複
数
の
紙
質
の
混
在
が
4
丁
の
単
位
を
基
調
と
し
て

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
、
現
存
す
る
底
本
の
板
木
が
四
丁
張
で
あ
る
こ
と
と
の
間
に

は
、
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
紙
質
の
混
在
状
況
は
、
底
本
の

板
木
が
四
丁
張
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
4
丁
の
単
位
が
崩
れ
て
い
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。【
表
1
】
に
戻
る
。

上
巻
は
本
文
「
一
」
丁
以
降
の
紙
質
出
現
パ
タ
ー
ン
や
N
0
1
5
1
に
含
ま
れ
る

「
七
七
」
～
「
八
十
」
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
判
断
し
て
、
本
文
冒
頭
か
ら
四
丁
ず
つ
板

木
に
収
め
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
一
」
～
「
三
六
」
丁
ま
で
は
そ
の
よ
う

に
理
解
で
き
る
が
、
上
巻
「
三
七
」
～
「
四
四
」
丁
な
ど
は
、
紙
質
が
1
～
2
丁
の

単
位
で
混
在
し
て
お
り
、
板
木
の
構
成
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
上

巻
「
六
九
」
丁
は
Ｃ
種
で
あ
り
、4
丁
の
単
位
で
捉
え
た
場
合
、「
七
十
」
～
「
七
二
」

丁
の
3
丁
分
と
同
種
の
紙
質
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
3
丁
分
は

Ｂ
種
で
摺
ら
れ
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
特
徴
的
と
述
べ
た
箇
所
に
は
、
紙
質
の
出
現
パ
タ
ー
ン
が
2
丁
の
単
位
で

表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
箇
所
あ
る
。
下
巻
「
八
五
」
～
「
八
六
」
丁
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
の
2
丁
は
中
冊
の
末
尾
に
あ
た
る
丁
で
あ
り
、
板
木
を
仕
立
て
る
上
で
は
半

端
に
な
り
得
る
丁
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
こ
か
別
の
半
端
に
な
っ
た
丁
と
組
み
合
わ

さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
際
の
組
み
合
わ
せ
を
想
定
す

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

［上段右］　　図 10　板木（部分、鏡像、奈良大学博物館所蔵）
［上段左］　　図 11　寛政版

［下段右］　　図 12　弘化版
［下段中央］　図 13　元治版
［下段左］　　図 14　底本
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板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

冊 巻 丁 紙質
上 - （序 1） A
上 － （序 2） B
上 上 目一 C
上 上 目二 C
上 上 目三 A
上 上 一 C
上 上 二 C
上 上 三 C
上 上 四 C
上 上 五 C
上 上 六 C
上 上 七 C
上 上 八 C
上 上 九 C
上 上 十 C
上 上 十一 C
上 上 一二 C
上 上 一三 C
上 上 一四 C
上 上 一五 C
上 上 一六 C
上 上 一七 B
上 上 一八 B
上 上 一九 B
上 上 二十 B
上 上 二一 C
上 上 二二 C
上 上 二三 C
上 上 二四 C
上 上 二五 B
上 上 二六 B
上 上 二七 B
上 上 二八 B
上 上 二九 B
上 上 三十 B
上 上 三一 B
上 上 三二 B
上 上 三三 A
上 上 三四 A
上 上 三五 A
上 上 三六 A
上 上 三七 A
上 上 三八 D
上 上 三九 C
上 上 四十 B
上 上 四一 C
上 上 四二 C
上 上 四三 B
上 上 四四 B
上 上 四五 C
上 上 四六 C
上 上 四七 C
上 上 四八 C
上 上 四九 C
上 上 五十 C
上 上 五一 C
上 上 五二 C

冊 巻 丁 紙質
上 上 五三 C
上 上 五四 C
上 上 五五 C
上 上 五六 C
上 上 五七 C
上 上 五八 C
上 上 五九 C
上 上 六十 C
上 上 六一 C
上 上 六二 C
上 上 六三 C
上 上 六四 C
上 上 六五 C
上 上 六六 C
上 上 六七 C
上 上 六八 C
上 上 六九 C
上 上 七十 B
上 上 七一 B
上 上 七二 B
上 上 七三 B
上 上 七四 B
上 上 七五 B
上 上 七六 B
上 上 七八 A
上 上 七七 A
上 上 七九 A
上 上 八十 A
上 上 八一 D
上 上 八二 C
上 上 八三 C
上 上 八四 C
上 上 八五 C
上 上 八六 C
上 上 八七 C
上 上 八八 C
上 上 八九 C
上 上 九十 C
上 上 九一 C
上 上 九二 C
上 上 九三 C
上 上 九四 C
上 上 九五 C
上 上 九六終 C
中 下 目一 B
中 下 目二 B
中 下 目三 B
中 下 目四 B
中 下 目五 C
中 下 目六 C
中 下 目七 C
中 下 目八 C
中 下 目九 C
中 下 目十 C
中 下 一 C
中 下 二 C
中 下 三 C

冊 巻 丁 紙質
中 下 四 C
中 下 五 C
中 下 六 C
中 下 七 C
中 下 八 C
中 下 十 C
中 下 十一 C
中 下 十二 B
中 下 十三 C
中 下 十四 C
中 下 十五 C
中 下 十六 C
中 下 十七 B
中 下 十八 B
中 下 十九 B
中 下 二十 B
中 下 二一 C
中 下 二二 C
中 下 二三 C
中 下 二四 C
中 下 二五 B
中 下 二六 B
中 下 二七 B
中 下 二八 B
中 下 二九 C
中 下 三十 C
中 下 三一 C
中 下 三二 C
中 下 三三 C
中 下 三四 C
中 下 三五 C
中 下 三六 C
中 下 三七 C
中 下 三八 C
中 下 三九 C
中 下 四十 C
中 下 四一 C
中 下 四二 C
中 下 四三 C
中 下 四四 C
中 下 四五 C
中 下 四六 C
中 下 四七 C
中 下 四八 C
中 下 四九 B
中 下 五十 B
中 下 五一 B
中 下 五二 B
中 下 五三 B
中 下 五四 C
中 下 五五 C
中 下 五六 B
中 下 五七 B
中 下 五八 B
中 下 五九 B
中 下 六十 B
中 下 六一 C

冊 巻 丁 紙質
中 下 六二 C
中 下 六三 C
中 下 六四 C
中 下 六五 C
中 下 六六 C
中 下 六七 C
中 下 六八 C
中 下 六九 C
中 下 七十 C
中 下 七一 C
中 下 七二 C
中 下 七六 A
中 下 七三 A
中 下 七四 A
中 下 七五 A
中 下 七七 C
中 下 七八 C
中 下 七九 C
中 下 八十 C
中 下 八一 B
中 下 八二 B
中 下 八三 B
中 下 八四 B
中 下 八五 C
中 下 八六 C
下 下 八七 A
下 下 八八 A
下 下 八九 A
下 下 九十 A
下 下 九一 B
下 下 九二 B
下 下 九三 B
下 下 九四 B
下 下 九五 C
下 下 九六 C
下 下 九七 C
下 下 九八 C
下 下 九九 C
下 下 百 C
下 下 百一 C
下 下 百二 C
下 下 百三 B
下 下 百四 B
下 下 百五 B
下 下 百六 B
下 下 百七 D
下 下 百八 D
下 下 百九 D
下 下 百十 D
下 下 百十一 C
下 下 百十二 C
下 下 百十三 C
下 下 百十四 C
下 下 百十五 D
下 下 百十六 D
下 下 百十七 D
下 下 百十八 D

【
表
1
】
底
本
の
紙
質
出
現
パ
タ
ー
ン
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る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

永
井
一
彰
氏
は
、
近
世
後
期
の
出
版
界
に
お
い
て
、
板
木
を
分
割
所
有
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
丁
を
丁
順
ど
お
り
に
収
め
る
の
で
は
な
く
、
丁
順
を
わ
ざ
と
ば
ら
し
て

板
木
に
収
め
る
「
丁
飛
ば
し
」
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る（
９
）。
こ
の
「
丁
飛
ば
し
」
を
念
頭
に【
表
1
】
を
見
た
場
合
、
4
丁
の
単
位
が

崩
れ
て
い
る
箇
所
は
、
こ
の
丁
飛
ば
し
を
原
因
の
一
つ
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
丁
張
の
板
木
が
混
在
す
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
ず
、
四

丁
張
の
板
木
に
空
白
な
く
4
丁
分
を
彫
っ
て
い
た
と
い
う
前
提
も
確
認
で
き
な
い
以

上
、
さ
ら
な
る
推
測
を
重
ね
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
『
和
歌
麓
の
塵
』
の
例
の
よ
う
に
、
ま
た
『
暢
寄
帖
』
の
例
を
も
含
め
て

い
え
ば
、
一
点
の
板
本
に
複
数
の
紙
質
が
混
在
す
る
場
合
、
そ
の
出
現
パ
タ
ー
ン
に

は
、
そ
の
板
本
を
摺
刷
し
た
板
木
の
構
成
が
あ
る
程
度
表
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ

ろ
う
。
ど
の
丁
が
ど
の
板
木
に
収
ま
っ
て
い
た
の
か
、
全
丁
に
及
ぶ
詳
細
ま
で
は
分

か
ら
な
く
と
も
、
そ
の
板
本
が
四
丁
張
で
摺
刷
さ
れ
た
の
か
、
二
丁
張
の
板
木
で
摺

刷
さ
れ
た
の
か
と
い
う
判
断
は
可
能
で
あ
る
。

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

冊 巻 丁 紙質
下 下 百十九 A
下 下 百二十 A
下 下 百二一 A
下 下 百二二 A
下 下 百二三 A
下 下 百二四 A
下 下 百二五 A
下 下 百二六 A
下 下 百二七 A
下 下 百二八 A
下 下 百二九 A
下 下 百三十 A
下 下 百三一 B
下 下 百三二 A
下 下 百三三 A
下 下 百三四 B
下 下 百三五 A
下 下 百三六 A
下 下 百三七 A
下 下 百三八 A
下 下 百三九 A
下 下 百四十 A
下 下 百四一 A
下 下 百四二 A
下 下 百四三 A
下 下 百四四 A
下 下 百四五 A
下 下 百四六 A
下 下 百四七 A
下 下 百四八 A
下 下 百四九 A
下 下 百五十 A
下 下 百五一 B
下 下 百五二 B
下 下 百五三 B
下 下 百五四 B
下 下 百五五 A
下 下 百五六 A
下 下 百五七 A
下 下 百五八 A
下 下 百五九 B
下 下 百六十 B
下 下 百六一 B
下 下 百六二 B
下 下 百六三 A
下 下 百六四 A
下 下 百六五 A
下 下 百六六 A
下 下 百六七 A
下 下 百六八 A
下 下 百六九 A
下 下 百七十 A
下 下 百七一 A
下 下 百七二 A
下 下 百七三 A
下 下 百七四 A
下 下 百七五 A

冊 巻 丁 紙質
下 下 百七六 A
下 下 百七七 A
下 下 百七八 A
下 下 百七九 A
下 下 百八十 A
下 下 百八一 A
下 下 百八二 A
下 下 百八三 A
下 下 百八四 A
下 下 百八五 A
下 下 百八六 A
下 下 百八七 A
下 下 百八八 A
下 下 百八九 A
下 下 百九十 A
下 下 百九一 A
下 下 百九二 A
下 下 百九三 A
下 下 百九四 A
下 下 百九五 A
下 下 百九六終 A

図 15　底本 巻之下 二十ウ～二一オ
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そ
れ
で
は
、
な
ぜ
一
点
の
板
本
の
中
に
、
異
な
る
紙
質
が
混
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
あ
げ
た
拙
稿
で
は
、
時
・
場
所
の
違
い
を
そ
の
要
因
と
す
る
に
留
め
た
が
、
本

稿
で
は
よ
り
詳
細
に
述
べ
る
。

　

第
一
に
は
、複
数
人
の
摺
師
が
同
時
に
分
担
し
て
摺
刷
を
進
め
た
が
、摺
師
に
よ
っ

て
摺
刷
に
用
い
た
紙
が
異
な
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
単
純
に
摺

刷
の
現
場
で
紙
が
足
り
な
く
な
り
、
新
た
に
紙
を
追
加
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
摺
刷
に

使
っ
て
い
た
紙
と
は
別
種
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
す

で
に
摺
り
置
き
の
丁
が
あ
り
、
新
た
に
摺
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
ま
た
は
部
数

の
み
摺
刷
を
行
っ
た
が
、
摺
り
置
き
の
紙
と
は
別
種
の
紙
を
用
い
て
摺
刷
し
た
可
能

性
で
あ
る
。
第
四
に
は
、
相
合
版
で
板
木
を
分
割
所
有
し
た
際
、
摺
師
が
板
木
の
あ

る
場
所
に
出
向
い
て
摺
刷
を
行
っ
て
い
く
の
が
慣
例
だ
っ
た
が
（
（（
（

、
行
く
先
々
で
別
種

の
紙
を
用
い
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
可
能
性
も
、
出
版
の
現
場
で
起

こ
り
う
る
事
態
と
し
て
、
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
可
能
性
は
複
合
的
に
起
こ
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
時
々
の
「
摺
刷
の
空
間
」
が
紙
質
の
混
在
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
っ
て
、
丁

数
の
少
な
い
板
本
な
ら
ば
と
も
か
く
、
該
書
の
よ
う
に
丁
数
の
多
い
板
本
の
場
合
、

板
木
が
よ
ほ
ど
単
純
な
仕
立
て
ら
れ
方
に
な
っ
て
い
な
い
限
り
、
紙
質
の
混
在
に

よ
っ
て
板
木
の
構
成
を
完
全
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
板
木
の
構
成
が
、
都
合
よ
く
板
本
に
含
ま
れ
る
紙
質
の
異
な
り
と
な
っ
て
表

わ
れ
れ
ば
良
い
が
、
か
え
っ
て
複
雑
な
状
況
を
呈
し
、
理
解
に
苦
し
む
例
も
出
て
く

る
だ
ろ
う
。

　

紙
質
の
異
な
り
が
板
木
の
構
成
を
完
全
に
表
し
て
い
る
か
否
か
、
そ
の
妥
当
性
は

慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
本
節
に
お
い
て
示
し
た
と
お
り
、
あ
る
程

度
有
効
な
方
法
で
あ
る
こ
と
は
、
紙
質
の
出
現
パ
タ
ー
ン
に
鑑
み
て
間
違
い
な
く
主

張
で
き
る
。
紙
質
に
よ
っ
て
『
和
歌
麓
の
塵
』
の
板
木
の
詳
細
な
構
成
―
ど
の
丁
が

ど
の
板
木
に
収
ま
っ
て
い
る
か
―
は
存
分
に
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
紙
質
の
混
在

と
そ
の
出
現
パ
タ
ー
ン
は
、
該
書
が
四
丁
張
の
板
木
を
基
本
に
調
製
さ
れ
、
摺
刷
さ

れ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

先
に
、
一
点
の
板
本
に
異
な
る
紙
質
が
混
じ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
と
述
べ
た
。

も
ち
ろ
ん
板
木
が
現
存
す
る
確
率
よ
り
も
、
紙
質
の
混
在
す
る
例
に
行
き
当
た
る
こ

と
の
ほ
う
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
珍
し
く
な
い
と
は
い
え
、
い
つ
何
時
も
出
会
う

事
例
で
は
な
く
、
好
例
に
出
会
う
こ
と
を
祈
る
よ
り
仕
方
が
な
い
。
板
木
の
現
存
・

紙
質
の
混
在
以
外
に
、
多
く
の
板
本
に
備
わ
る
「
何
か
」
に
よ
っ
て
板
木
の
構
成
を

知
り
得
る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
多
く
の
板
本
に
備
わ
る
匡
郭
の
縦

寸
を
も
と
に
板
木
の
構
成
を
う
か
が
う
方
法
を
試
み
る
。

　
　
　
２　
匡
郭
縦
寸
の
高
低
差
と
板
木

　
（
１
）　
匡
郭
縦
寸
の
高
低
差

　

数
点
の
板
本
を
眺
め
た
だ
け
で
気
付
く
こ
と
で
あ
る
が
、板
本
を
見
開
い
た
際
に
、

左
右
の
丁
が
段
違
い
に
な
り
、
全
く
揃
わ
な
い
事
例
に
出
会
う
。
こ
れ
ら
は
頻
繁
に

目
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
、
何
か

が
記
さ
れ
描
か
れ
て
い
る
「
本
」
と
し
て
観
察
す
る
と
、
内
容
上
は
特
に
差
を
設
け

る
必
要
の
な
い
箇
所
、
例
え
ば
ひ
と
続
き
の
本
文
や
見
開
き
の
挿
絵
に
お
い
て
も
ズ

レ
は
生
じ
る
の
で
あ
り
、
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
も
と
も
と
揃
う
よ
う
に
製
本
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
あ

る
と
い
う
事
実
も
確
か
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
そ
れ
ら
の
板
本
を
、
板
木
と
い

う
木
材
を
用
い
て
摺
刷
さ
れ
た
「
モ
ノ
」
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
観
察
し
た
と
き
、

単
な
る
製
本
上
の
問
題
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
節
は

以
下
、
板
本
に
頻
繁
に
発
生
す
る
匡
郭
の
ズ
レ
に
注
目
し
、
そ
こ
に
意
味
を
見
出
そ
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う
と
す
る
調
査
報
告
で
あ
る
。

　

匡
郭
寸
法
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
木
村
三
四
吾
氏
の
研
究
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
木
村
氏
は
『
西
鶴
織
留
』
の
諸
版
・
諸
本
の
匡
郭
縦
寸
を
採
寸
さ
れ
た
上
で

対
照
さ
れ
た
（
（（
（

。
原
版
と
比
較
し
て
、
覆
刻
本
に
お
け
る
覆
刻
箇
所
の
版
面
の
収
縮
率

が
、「
匡
郭
縦
長
六
―
七
粍
平
均
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
上
で
、

本
文
の
覆
刻
補
版
が
概
ね
四
の
数
を
基
準
と
し
、
そ
の
倍
数
を
以
て
連
続
生

起
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち

巻
一　

自
十
三
丁
至
二
十
丁		

計
八
丁

巻
二　

自
五
丁
至
八
丁		



計
四
丁

同　
　

自
十
三
丁
至
二
十
丁		

計
八
丁

巻
三　

自
九
丁
至
十
六
丁		



計
八
丁

巻
四　

自
五
丁
至
十
六
丁		


計
十
二
丁

巻
五　

自
十
六
丁
至
十
八
終
丁	
計
三
丁

巻
六　

自
五
丁
至
十
七
終
丁		

計
十
三
丁

と
い
う
こ
と
は
織
留
の
版
木
が
二
枚
続
き
の
長
板
で
、
そ
の
表
裏
の
計
四
丁

分
一
枚
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。

と
述
べ
ら
れ
、
か
つ
諸
本
間
の
匡
郭
縦
寸
の
比
較
対
照
か
ら
、
後
摺
本
で
も
版
面
が

収
縮
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
（
（（
（

。
こ
の
調
査
結
果
の
う
ち
、
特
に
版
面
の
収
縮
に

よ
っ
て
覆
刻
・
摺
次
を
判
断
す
る
手
法
は
、
板
本
書
誌
学
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
木
村
氏
は
『
西
鶴
織
留
』
諸
版
・
諸
本
の
比
較
対
照
と
い
う
視
点
か
ら
論

を
展
開
さ
れ
た
た
め
か
、
後
摺
本
に
お
け
る
版
面
の
収
縮
、
ま
た
は
覆
刻
に
よ
る
版

面
の
収
縮
を
明
解
に
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
一
点
の
板
本
内
部
に
お
け
る
匡
郭
縦
寸

の
高
低
差
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
い
ま
【
表
2
】に
、
木

村
氏
の
調
査
か
ら
、
現
存
本
に
お
い
て
も
っ
と
も
初
摺
に
近
い
と
さ
れ
る
大
沢
本
の

全
丁
匡
郭
縦
寸
を
抜
粋
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
も
っ
と
も
初
摺
に
近
い
と
思
わ
れ
る
一
点
の
板
本
の

中
に
あ
っ
て
も
、
匡
郭
高
は
決
し
て
一
定
で
は
な
く
、
明
ら
か
な
高
低
差
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
例
え
ば
巻
一
の
「
一
三
」
～
「
一
六
」
丁
は
そ
の
前
後
に
比
べ
て
2
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巻 丁付 匡郭高
巻一 自序 203
巻一 団水序 －
巻一 目録 204
巻一 二 204
巻一 三 204
巻一 四 204
巻一 五 204
巻一 六 203
巻一 七 203
巻一 八 203
巻一 九 203
巻一 一〇 203
巻一 一一 204
巻一 一二 203
巻一 一三 199
巻一 一四 199
巻一 一五 199
巻一 一六 201
巻一 一七 204
巻一 一八 204
巻一 一九 204
巻一 二〇 204
巻一 二一 204
巻二 目録 201
巻二 二 201
巻二 三 202
巻二 四 201
巻二 五 202
巻二 六 202
巻二 七 203
巻二 八 203
巻二 九 202
巻二 一〇 202
巻二 一一 202
巻二 一二 202
巻二 一三 200
巻二 一四 200
巻二 一五 200
巻二 一六 201
巻二 一七 201
巻二 一八 204
巻二 一九 201
巻二 二〇 200
巻三 目録 200
巻三 二 200
巻三 三 202
巻三 四 201
巻三 五 204
巻三 六 203
巻三 七 203
巻三 八 203
巻三 九 203
巻三 一〇 203
巻三 一一 204
巻三 一二 203
巻三 一三 206
巻三 一四 206

【
表
2
】　

大
沢
本
『
西
鶴
織
留
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
（
単
位 

㎜
）

巻 丁付 匡郭高
巻三 一五 203
巻三 一六 206
巻三 一七 204
巻四 目録 204
巻四 二 204
巻四 三 202
巻四 四 200
巻四 五 203
巻四 六 202
巻四 七 203
巻四 八 203
巻四 九 198
巻四 一〇 199
巻四 一一 200
巻四 一二 199
巻四 一三 203
巻四 一四 202
巻四 一五 202
巻四 一六 201
巻四 一七 205
巻四 一八 205
巻四 一九 205
巻五 目録 201
巻五 二 203
巻五 三 203
巻五 四 203
巻五 五 200
巻五 六 200
巻五 七、八、九 201
巻五 一〇 202
巻五 一一 201
巻五 一二 200
巻五 一三 200
巻五 一四 201
巻五 一五 201
巻五 一六 203
巻五 一七 203
巻五 一八 203
巻六 目録 203
巻六 二 204
巻六 三 204
巻六 四 204
巻六 五 197
巻六 六 198
巻六 七 199
巻六 八 199
巻六 九 201
巻六 一〇 201
巻六 一一 202
巻六 一二 203
巻六 一三 200
巻六 一四 201
巻六 一五 201
巻六 一六 199
巻六 一七 201
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～
5
㎜
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、巻
四
の「
九
」
～
「
一
二
」
丁
、

巻
六
の
「
五
」
～
「
八
」丁
に
つ
い
て
も
同
様
、
前
後
の
丁
と
比
べ
て
、
数
ミ
リ
小

さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
節
の
冒
頭
に

述
べ
た
見
開
き
の
左
右
の
丁
の
ズ
レ
が
単
に
製
本
上
の
問
題
に
起
因
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
も
そ
も
匡
郭
寸
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
注
目
す
べ

き
は
、
こ
れ
ら
の
高
低
差
の
パ
タ
ー
ン
が
4
丁
の
単
位
を
基
本
に
表
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

図
16
は
、
板
本
を
板
心
側
か
ら
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
板
本
の

板
心
側
に
は
、
丁
の
折
目
上
に
存
在
す
る
匡
郭
の
天
地
や
柱
題
、
魚
尾
、
黒
口
な
ど

が
、
あ
る
種
の
模
様
と
な
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。
む
ろ
ん
板
心
側
に
模
様
が
出
な
い

場
合
も
あ
る
。
板
本
は
図
16
の
よ
う
に
、
匡
郭
の
天
地
の
う
ち
の
地
側
を
揃
え
て
製

本
さ
れ
る
場
合
が
多
い
（
（（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
匡
郭
を
揃
え
ず
に
製
本
さ
れ
る
場
合
も
ま
ま

見
ら
れ
る
が
、
地
側
を
揃
え
て
あ
る
場
合
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
し
て
も
う
一

点
、
匡
郭
の
地
側
が
揃
え
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、
天
側
の
匡
郭
や
魚
尾
は
不
揃
い
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　

図
版
だ
け
で
は
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
が
、
こ
の
不
揃
い
は
、
各
丁
ご
と
に
全
く
不

揃
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
何
丁
か
ご
と
に
、
高
く
な
っ
た
り
、
低
く
な
っ
た
り

と
い
う
ま
と
ま
り
が
あ
る
。
そ
し
て
匡
郭
が
高
く
隆
起
し
て
い
る
箇
所
、
低
く
陥
没

し
て
い
る
ま
と
ま
り
の
丁
数
を
数
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
4
の
倍
数
、
2
の
倍

数
と
な
る
の
で
あ
る
。
4
や
2
と
い
う
単
位
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
板
木

の
多
く
が
四
丁
張
や
二
丁
張
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
無
関
係
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
現
象
は
、
図
版
を
掲
出
し
た
板
本
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
極
め

て
多
く
の
板
本
上
に
起
こ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
現
象
と
し
て
は
間
違
い
な
く
指
摘
で
き
る
こ
と

で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
仮
説
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
こ
の
仮
説
は
、
板
本
に
表

わ
れ
る
匡
郭
の
高
低
差
と
い
う
現
象
と
、
板
木
の
構
成
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

証
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
板
木
が
現
存
す
る
板
本
に
つ
い
て
、
匡
郭
高

の
測
定
を
行
い
、
そ
の
出
現
パ
タ
ー
ン
を
検
証
し
て
み
る
。
以
下
、
本
節
の
表
中
に

示
す
板
木
の
う
ち
、
板
木
No.
がarc

で
始
ま
る
も
の
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
、
F
で

始
ま
る
も
の
は
藤
井
文
政
堂
所
蔵
（
奈
良
大
学
博
物
館
へ
寄
託
）、
そ
れ
以
外
は
奈

良
大
学
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。
な
お
本
節
で
扱
う
各
底
本
に
、
裏
打
ち
が
施
さ
れ
た

板
本
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

『
手
印
図
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
02-0085

、
半
紙
本
一
冊
）。
原
題
簽
「
手

印
図　

十
二
合
唱
／
五
部
秘
伝　

全
」。
刊
記
に
「
貞
享
元
年
甲
子
季
冬
上
旬
」
と

あ
っ
て
、板
元
名
は
削
ら
れ
て
い
る
。
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
初
版
で
あ
る
が
、

底
本
は
藤
井
文
政
堂
の
奥
付
が
付
さ
れ
た
近
代
摺
で
あ
る
。
延
宝
七
年（
一
六
七
九
）

刊『
印
図
』の
近
代
摺
二
冊
と
合
綴
。
四
丁
張
の
板
木
五
枚
が
現
存
し
て
い
る（
揃
）。

　
【
表
3
】
に
よ
れ
ば
、「
目
録
」
～
「
三
」
丁
、
お
よ
び
「
十
二
」
～
「
十
五
」
丁

の
各
4
丁
分
が
、
そ
の
中
間
に
あ
る
「
四
」
～
「
十
一
」
丁
の
8
丁
分
に
比
べ
て
匡

郭
縦
寸
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
巻
末
の
「
十
六
」
～
「
十
七
」
丁
の
2
丁
分
は

題
簽
と
と
も
に
一
枚
の
板
木
（
四
丁
張
）
に
収
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
2
丁
分
の
匡

郭
縦
寸
は
他
の
丁
と
比
較
し
て
格
段
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
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図
16　
『
酔
古
堂
剣
掃
』（
立
命
館
A
R
C
所
蔵
、arcB

K
03-0066

）
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『
竹
譜
詳
録
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
01-0018

、
大
本
二
冊
）。
原
題
簽
「
竹

譜
詳
録　

上
」「
竹
譜
詳
録　

下
」。
刊
記
に
「
宝
暦
六
歳
丙
子
秋
九
月
」
と
あ
り
、

板
元
名
は
削
る
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
初
版
。
初
版
時
の
板
元
は
林
伊
兵
衛
で

あ
る
が
、底
本
は
、銭
屋
惣
四
郎
の
奥
付
を
付
し
た
近
代
摺
で
あ
る
。乱
丁
に
よ
り「
柯

序
三
」
丁
が
「
自
序
二
」
丁
の
後
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
四
丁
張
の
板
木
十
四
枚
が

現
存
。

　
【
表
4
】
を
見
れ
ば
、
巻
之
一
「
九
」
～
「
十
二
」
丁
の
匡
郭
高
は
前
後
の
丁
と

比
較
し
て
格
段
に
低
く
な
っ
て
お
り
、巻
之
二
「
五
」
～
「
八
」
丁
、「
九
」
～
「
十
二
」

丁
の
8
丁
分
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

な
お
、
巻
之
一
「
柯
序
二
」
～
「
柯
序
三
」
の
4
丁
分
は
一
枚
の
板
木

（
T
0
5
2
9
）
に
含
ま
れ
る
が
、一
枚
の
板
木
内
で
6
～
7
㎜
の
差
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
同
じ
く
一
枚
の
板
木
（
T
0
5
3
6
）
に
収
ま
る
巻
之
一
「
二
十
九
」
丁
と
「
跋

一
」
～
「
跋
二
」
に
つ
い
て
も
7
㎜
の
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
柯
序
と
自

序
、
本
文
と
跋
と
い
う
よ
う
に
、
内
容
上
区
別
を
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
あ

ら
か
じ
め
別
々
の
板
式
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
理
解
が
可
能

で
あ
る
。
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巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之一 牟叙一 22.9 T0039
巻之一 牟叙二 22.8 T0039
巻之一 牟叙三 22.8 T0039
巻之一 柯序一 22.8 T0039
巻之一 柯序二 22.4 T0529
巻之一 自序一 23.0 T0529
巻之一 自序二 23.1 T0529
巻之一 柯序三 22.4 T0529
巻之一 一 23.2 T0538
巻之一 二 23.2 T0538
巻之一 三 23.3 T0538
巻之一 四 23.3 T0538
巻之一 五 23.3 T0108
巻之一 六 23.2 T0108
巻之一 七 23.3 T0108
巻之一 八 23.3 T0108
巻之一 九 23.0 T0042
巻之一 十 23.0 T0042
巻之一 十一 23.0 T0042
巻之一 十二 23.0 T0042
巻之一 十三 23.3 T0041
巻之一 十四 23.3 T0041
巻之一 十五 23.4 T0041
巻之一 十六 23.4 T0041

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之一 十七 23.2 T0649
巻之一 十八 23.3 T0649
巻之一 十九 23.2 T0649
巻之一 二十 23.2 T0649
巻之一 二十一 23.3 T0046
巻之一 二十二 23.4 T0046
巻之一 二十三 23.4 T0046
巻之一 二十四 23.4 T0046
巻之一 二十五 23.2 T0047
巻之一 二十六 23.2 T0047
巻之一 二十七 23.3 T0047
巻之一 二十八 23.3 T0047
巻之一 二十九 23.4 T0536
巻之二 一 23.4 T0534
巻之二 二 23.4 T0534
巻之二 三 23.4 T0534
巻之二 四 23.4 T0534
巻之二 五 22.9 T0537
巻之二 六 22.9 T0537
巻之二 七 22.9 T0537
巻之二 八 23.0 T0537
巻之二 九 23.1 欠
巻之二 十 23.1 欠
巻之二 十一 23.1 欠

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之二 十二 23.1 欠
巻之二 十三 23.3 T0037
巻之二 十四 23.3 T0037
巻之二 十五 23.3 T0037
巻之二 十六 23.3 T0037
巻之二 十七 23.2 T0566
巻之二 十八 23.2 T0566
巻之二 十九 23.2 T0566
巻之二 二十 23.2 T0566
巻之二 跋 22.7 T0536
巻之二 跋 22.7 T0536

【
表
4
】　
『
竹
譜
詳
録
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
（
単
位 

㎝
）

丁付 匡郭高 板木No.
目録 15.7 F0065
一 15.8 F0065
二 15.7 F0065
三 15.8 F0065
四 16.1 F0066
五 16.0 F0066
六 16.0 F0066
七 16.0 F0066
八 16.1 F0067
九 16.0 F0067
十 16.1 F0067
十一 16.0 F0067
十二 15.8 F0082
十三 15.9 F0082
十四 15.8 F0082
十五 15.8 F0082
十六 16.4 F0075
十七 16.4 F0075

【
表
3
】　
『
手
印
図
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
（
単
位 

㎝
）
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『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
01-0034

、
大
本
1
冊
）。
初
版
は
宝
暦

一
〇
年
（
一
七
六
〇
）。
四
丁
張
の
板
木
十
二
枚
が
現
存
す
る（
揃
）（

（（
（

。

　
【
表
5
】
に
よ
れ
ば
、
底
本
の
匡
郭
高
の
パ
タ
ー
ン
は
比
較
的
ま
ば
ら
で
あ
り
、

特
徴
を
つ
か
み
に
く
い
。「
九
」
～
「
十
二
」
丁
は
一
枚
の
板
木
（
T
0
3
8
6
）
に

収
ま
る
が
、
各
丁
で
4
～
7
㎜
の
差
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
該
書
に
限
っ
た
例

で
は
な
く
、
現
在
検
証
し
て
い
る
手
法
が
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
し
か
し

「
三
十
三
」
～
「
三
十
六
」
の
4
丁
分
の
匡
郭
高
が
突
出
し
て
高
い
こ
と
な
ど
、
底

本
が
四
丁
張
の
板
木
で
摺
刷
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
箇
所
は
あ
る
。

　

な
お
該
書
に
は
先
に
ふ
れ
た
「
丁
飛
ば
し
」
の
板
木
が
あ
る
。
T
0
5
4
1
（
扉
、

「
十
三
」、「
十
六
」、「
三
十
七
」、「
四
十
」）
に
T
0
9
6
3
（「
十
四
」、「
十
五
」、

「
三
十
八
」、「
三
十
九
」）の
二
枚
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。「
三
十
七
」丁
の
匡
郭
縦
寸
は
、

丁
順
の
近
い「
三
十
八
」「
三
十
九
」丁
よ
り
も
、同
じ
板
木
に
収
ま
る「
十
三
」「
十
六
」

丁
に
近
い
が
、「
四
十
」
丁
と
は
3
㎜
の
差
が
あ
る
。
ま
た
「
三
十
八
」「
三
十
九
」

丁
の
2
丁
間
に
は
3
㎜
程
度
の
差
が
あ
る
。
底
本
に
表
れ
る
事
例
は
、
匡
郭
縦
寸
の

高
低
差
に
よ
っ
て
、
そ
の
板
本
の
板
木
が
何
丁
張
だ
っ
た
か
は
推
定
で
き
る
が
、
ど

の
4
丁
が
一
枚
の
板
木
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ま
で
推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

丁付 匡郭高 板木No.
（扉） 20.6 T0541
（序 1） 20.1 T0965
（序 2） 20.1 T0965
（跋 1） 20.5 T0964
（跋 1） 20.5 T0964
一 20.8 T0469
二 20.8 T0469
三 20.7 T0469
四 20.8 T0469
五 20.9 T0043
六 20.9 T0043
七 21.0 T0043
八 20.9 T0043
九 20.2 T0386
十 19.8 T0386
十一 19.8 T0386
十二 20.5 T0386
十三 20.3 T0541
十四 19.8 T0963
十五 19.3 T0963
十六 20.2 T0541
十七 20.8 T0925
十八 20.7 T0925
十九 20.6 T0925
二十 20.2 T0925
二十一 20.2 T0790
二十二 20.2 T0790
二十三 20.2 T0790
二十四 20.3 T0790
二十五 20.0 T0784
二十六 19.5 T0784
二十七 19.9 T0784
二十八 19.9 T0784
二十九 19.9 T0785
三十 19.6 T0785
三十一 19.7 T0785
三十二 19.9 T0785
三十三 20.9 欠
三十四 21.0 欠
三十五 21.0 欠
三十六 21.1 欠
三十七 20.2 T0541
三十八 19.5 T0963
三十九 19.8 T0963
四十 20.5 T0541

『
好
古
小
録
』

　

底
本
は
京
都
大
学
附
属
総
合
図
書
館
所
蔵
本（
大
惣
本
8
‐
49
コ
2
、大
本
2
冊
）。

原
題
簽「
好
古
小
録　

金
石
／
書
画　

乾
」「
好
古
小
録　

雑
考　

坤
」。
奥
付
に「
寛

政
七
年
乙
卯
九
月
刊
行　

平
安
書
舗　

林
伊
兵
衛
／
小
川
多
左
衛
門
／
西
田
荘
兵
衛

／
北
村
荘
助
／
鷦
鷯
惣
四
郎
」
と
あ
る
。

　

該
書
は
本
文
に
限
っ
て
い
え
ば
、
一
枚
を
除
き
板
木
が
現
存
し
て
い
る
た
め
、
検

証
し
や
す
い
。
表
6
を
見
る
と
、
4
丁
の
単
位
が
匡
郭
縦
寸
に
良
く
表
れ
て
い
る

の
は
、
上
の
「
十
七
」
丁
以
降
巻
末
ま
で
で
あ
ろ
う
。「
十
七
」
～
「
二
十
」
丁
は

21
・
5
㎝
程
度
、「
二
十
一
」
～
「
二
十
四
」
丁
は
21
・
2
～
21
・
3
㎝
と
小
さ
く

な
り
、「
二
十
五
」
～
「
二
十
八
」
丁
は
21
・
4
～
21
・
5
㎝
、「
二
十
九
」
～
「
三
十
二
」

丁
は
21
・
3
～
21
・
4
㎝
と
や
や
小
さ
く
な
る
傾
向
を
示
し
、「
三
十
三
」
～
「
三
十
六
」

丁
は
21
・
4
～
21
・
5
㎝
と
再
び
大
き
く
な
る
。

　

Ｔ
１
０
０
０
の
板
木
に
は
連
続
し
な
い
4
丁
が
収
ま
っ
て
い
る
。
上
巻
「
十
五
」

丁
と
下
巻
「
十
九
」
～
「
二
十
一
」
丁
の
4
丁
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
上
巻
「
十
五
」

丁
が
21
・
6
㎝
と
大
き
い
の
に
対
し
て
、
下
巻
「
十
九
」
～
「
二
十
一
」
丁
は
21
・

2
㎝
と
統
一
感
を
欠
く
。
下
巻
「
十
九
」
～
「
二
十
一
」
丁
は
、
む
し
ろ
丁
順
の
近

い
下
巻
「
二
十
」
丁
以
前
の
各
丁
と
の
統
一
感
が
あ
る
。
板
木
が
現
存
し
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
底
本
の
板
木
が
四
丁
張
だ
っ
た
こ
と
は
匡
郭
縦
寸
か
ら
容
易
に
想
定
で

【
表
5
】　
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
（
単
位 
㎝
）
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き
る
が
、
先
の
『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
と
同
様
、
ど
の
4
丁
が
一
枚
の
板
木
に
収
ま
っ

て
い
た
か
、
詳
細
な
板
木
の
仕
立
て
ら
れ
方
を
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

『
好
古
日
録
』

　

底
本
は
京
都
大
学
附
属
総
合
図
書
館
所
蔵
本（
大
惣
本
8
‐
49
コ
3
、大
本
2
冊
）。

原
題
簽
欠
。
奥
付
に
「
集
古
図　

全
二
冊　

嗣
出
／
寛
政
九
年
丁
巳
四
月
刊
行
／
京

兆
書
肆　

林
伊
兵
衛
／
小
川
多
左
衛
門
／
西
田
荘
兵
衛
／
北
村
荘
助
／
鷦
鷯
惣
四

郎
」
と
あ
る
。

　

該
書
も
板
木
が
揃
っ
て
現
存
し
て
い
る
た
め
、
板
木
の
仕
立
て
ら
れ
方
と
の
関
連

を
読
み
取
り
や
す
い
が
、【
表
7
】を
見
る
と
、特
に
乾
の
冊
が
理
解
し
や
す
い
。「
五
」

～
「
八
」
丁
の
匡
郭
高
は
、
そ
れ
以
前
の
丁
に
比
し
て
若
干
小
さ
く
21
・
1
～
21
・

2
㎝
、「
九
」
～
「
十
二
」
丁
で
は
そ
れ
よ
り
も
3
㎜
程
度
大
き
く
な
り
、
21
・
4

～
21
・
5
㎝
、「
十
三
」
～
「
十
六
」
丁
で
は
21
・
1
㎝
と
再
び
3
～
4
㎜
程
小
さ

く
な
る
。「
十
七
」
～
「
二
十
」
丁
で
は
21
・
5
㎝
前
後
、「
二
十
一
」
～
「
二
十
四
」

丁
で
は
21
・
4
㎝
程
度
と
若
干
小
さ
く
な
り
、「
二
十
五
」
～
「
二
十
八
」
丁
は

21
・
6
㎝
程
度
、
続
く
「
二
十
九
」
～
「
三
十
二
」
丁
で
は
21
・
4
～
21
・
5
㎝
程

度
と
や
や
小
さ
く
な
る
。
お
お
む
ね
現
存
の
板
木
に
則
し
た
形
で
、
4
丁
を
単
位
と

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

巻 丁付 匡郭高 板木No.
（序） 21.5 T0571
上 目一 21.4 T0571
上 目二 21.5 T0571
上 目三 21.5 T0571
上 目四 21.4 T1023
上 一 21.5 T1023
上 二 21.5 T1023
上 三 21.4 T1023
上 四 21.5 T0488
上 五 21.5 T0488
上 六 21.5 T0488
上 七 21.5 T0488
上 八 21.4 T0498
上 九 21.5 T0498
上 十 21.5 T0498
上 十一 21.4 T0498
上 十二 21.4 T0033
上 十三 21.5 T0033
上 十四 21.4 T0033
上 十五 21.6 T1000
上 十六 21.4 T0033
上 十七 21.5 T0515
上 十八 21.5 T0515
上 十九 21.5 T0515
上 二十 21.5 T0515
上 二十一 21.3 T0791
上 二十二 21.3 T0791
上 二十三 21.2 T0791
上 二十四 21.2 T0791
上 二十五 21.4 T0574
上 二十六 21.5 T0574
上 二十七 21.5 T0574
上 二十八 21.4 T0574
上 二十九 21.3 T0459
上 三十 21.3 T0459
上 三十一 21.3 T0459
上 三十二 21.4 T0459
上 三十三 21.5 T0483
上 三十四 21.4 T0483
上 三十五 21.5 T0483
上 三十六 21.5 T0483
下 目一 21.0 T0106
下 目二 21.2 T0106
下 一 21.1 T0106
下 二 21.2 T0106
下 三 21.2 T0413
下 四 21.1 T0413
下 五 21.1 T0413
下 六 21.1 T0413
下 七 21.1 T0495
下 八 21.0 T0495
下 九 20.9 T0495
下 十 21.0 T0495
下 十一 21.2 欠
下 十二 21.2 欠
下 十三 21.3 欠
下 十四 21.2 欠

巻 丁付 匡郭高 板木No.
下 十五 21.2 T0522
下 十六 21.2 T0522
下 十七 21.2 T0522
下 十八 21.2 T0522
下 十九 21.2 T1000
下 二十 21.2 T1000
下 二十一 21.2 T1000
附 一 20.8 T0984
附 二 20.8 T0984
附 三 20.8 T0984
附 四 20.9 T0984
附 五 20.9 T0381
附 六 21.0 T0381
附 七 21.0 T0381
附 八 21.1 T0381
附 九 21.3 T0962
附 十 21.5 T0962
附 十一 21.4 T0962
附 十二 21.5 T0962
附 十三 21.6 T0484
附 十四 21.6 T0484
附 十五 21.6 T0484
附 十六 21.6 T0484
奥付 21.6 欠

【
表
6
】『
好
古
小
録
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
（
単
位 

㎝
）
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し
て
高
低
が
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

な
お
T
0
9
3
0
の
板
木
は
連
続
し
な
い
4
丁
を
収
め
て
お
り
、「
序
」
お
よ
び

奥
付
の
匡
郭
寸
法
は
21
・
4
～
21
・
5
㎝
、「
三
十
三
」「
七
十
終
」
は
21
・
1
～
21
・

2
㎝
で
あ
る
。
一
枚
の
板
木
に
収
ま
る
４
丁
と
し
て
は
統
一
感
が
な
い
が
、
序
、
刊

記
、
本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
板
式
が
異
な
っ
て
も
不
自
然
は
な
い
。
先
の
『
賞
奇
軒
墨
竹

『
和
漢
研
譜
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
01-0022

、
大
本
3
冊
）。
原
題
簽
「
和

漢
研
譜　

一
」「
和
漢
研
譜　

二
」「
和
漢
研
譜　

三
」。
表
紙
見
返
し
に「
丁
巳
発
兌
」

譜
』
や
『
好
古
小
録
』
の
例
と
は
異
な
り
、
例
え
ば
「
三
十
二
」
丁
は
21
・
5
㎝
、

「
六
十
九
」
丁
は
21
・
4
㎝
と
、
T
0
9
3
0
に
収
ま
る
「
三
十
三
」「
七
十
終
」
丁

よ
り
も
匡
郭
縦
寸
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、「
三
十
三
」「
七
十
終
」
は
、
丁
順
の
連
続

す
る
丁
よ
り
も
、
同
じ
板
木
に
収
ま
っ
て
い
る
板
木
と
の
均
一
性
が
高
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

の
年
記
が
あ
る
よ
う
に
、
初
版
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）。
底
本
は
巻
之
三
の
裏

表
紙
見
返
し
に
山
田
茂
助
の
蔵
板
目
録
を
付
し
た
近
代
摺
と
思
わ
れ
る
。

　
【
表
8
】
に
よ
れ
ば
、
巻
之
二
「
一
」
～
「
四
」
丁
は
匡
郭
縦
寸
が
大
き
く
、
続

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

巻 丁付 匡郭高 板木No.
乾 （序） 21.4 T0930
乾 目一 21.3 T0466
乾 目二 21.3 T0466
乾 目三 21.4 T0466
乾 目四 21.3 T0466
乾 一 21.3 T0640
乾 二 21.3 T0640
乾 三 21.3 T0640
乾 四 21.3 T0640
乾 五 21.1 T0796
乾 六 21.2 T0796
乾 七 21.1 T0796
乾 八 21.2 T0796
乾 九 21.5 T0482
乾 十 21.4 T0482
乾 十一 21.5 T0482
乾 十二 21.5 T0482
乾 十三 21.1 T0961
乾 十四 21.1 T0961
乾 十五 21.1 T0961
乾 十六 21.1 T0961
乾 十七 21.5 T1011
乾 十八 21.6 T1011
乾 十九 21.5 T1011
乾 二十 21.4 T1011
乾 二十一 21.4 T0463
乾 二十二 21.4 T0463
乾 二十三 21.4 T0463
乾 二十四 21.4 T0463
乾 二十五 21.5 T0497
乾 二十六 21.6 T0497
乾 二十七 21.7 T0497
乾 二十八 21.7 T0497
乾 二十九 21.5 T0050
乾 三十 21.5 T0050
乾 三十一 21.4 T0050
乾 三十二 21.5 T0050
乾 三十三 21.2 T0930
坤 三十四 21.3 T0794
坤 三十五 21.3 T0794
坤 三十六 21.1 T0794
坤 三十七 21.2 T0794
坤 三十八 21.6 T0396
坤 三十九 21.5 T0396
坤 四十 21.5 T0396
坤 四十一 21.5 T0396
坤 四十二 21.5 T0460
坤 四十三 21.5 T0460
坤 四十四 21.5 T0460
坤 四十五 21.6 T0460
坤 四十六 21.5 T0530
坤 四十七 21.4 T0530
坤 四十八 21.3 T0530

巻 丁付 匡郭高 板木No.
坤 四十九 21.3 T0530
坤 五十 21.5 T0465
坤 五十一 21.5 T0465
坤 五十二 21.5 T0465
坤 五十三 21.4 T0465
坤 五十四 21.4 T1017
坤 五十五 21.3 T1017
坤 五十六 21.4 T1017
坤 五十七 21.2 T1017
坤 五十八 21.2 T0487
坤 五十九 21.2 T0487
坤 六十 21.3 T0487
坤 六十一 21.2 T0487
坤 六十二 21.2 T0237
坤 六十三 21.2 T0237
坤 六十四 21.2 T0237
坤 六十五 21.4 T0237
坤 六十六 21.4 T0334
坤 六十七 21.3 T0334
坤 六十八 21.3 T0334
坤 六十九 21.4 T0334
坤 七十終 21.2 T0930
坤 奥付 21.5 T0930

【
表
7
】　
『
好
古
日
録
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）
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く
「
五
」
～
「
十
二
」
丁
の
8
丁
分
は
そ
れ
よ
り
も
2
～
3
㎜
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
次
の
「
十
三
」
～
「
十
六
」
丁
の
4
丁
分
は
さ
ら
に
5
～
6
㎜
小
さ
く
な
り
、

続
く
「
十
七
」
～
「
二
十
」
丁
は
、
3
㎜
程
度
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
巻
末
も
特
徴

的
で
あ
り
、「
三
十
七
」
～
「
四
十
」
丁
に
比
べ
て
、「
四
十
一
」
～
「
四
十
四
」
丁

は
2
～
3
㎜
小
さ
く
、「
四
十
五
」
～
「
四
十
八
」
丁
は
そ
れ
よ
り
も
3
～
4
㎜
小

さ
い
。
巻
之
三
「
茅
氏
研
譜
」
の
「
五
」
～
「
二
十
」
丁
（
16
丁
分
）、「
研
林
」
の

「
序
二
」
～
「
十
五
」
に
も
4
丁
を
単
位
と
す
る
匡
郭
の
高
低
差
が
表
れ
て
い
よ
う
。

　

該
書
の
板
木
の
う
ち
、
F
0
9
2
6
に
は
巻
之
二
お
よ
び
巻
之
三
の
複
数
巻
の
丁

が
収
ま
っ
て
い
る
が
、
先
の
『
好
古
日
録
』
の
例
と
同
じ
く
、
丁
順
の
近
い
丁
よ
り

も
、
同
じ
板
木
に
含
ま
れ
る
丁
の
間
で
匡
郭
寸
法
が
ほ
ぼ
均
一
に
な
っ
て
い
る
。

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

【
表
8
】　
『
和
漢
研
譜
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之一 扉 20.3 欠
巻之一 序一 20.9 欠
巻之一 序二 21.1 欠
巻之一 序三 21.1 欠
巻之一 目次一 21.5 欠
巻之一 目次二 21.5 欠
巻之一 目次三 21.6 欠
巻之一 目次四 21.6 欠
巻之一 目次五 21.6 欠
巻之一 一 21.6 F0295
巻之一 二 21.6 F0295
巻之一 三 21.6 F0295
巻之一 四 21.4 F0295
巻之一 五 21.6 欠
巻之一 六 21.6 欠
巻之一 七 21.6 欠
巻之一 八 21.6 欠
巻之一 九 21.5 欠
巻之一 十 21.5 欠
巻之一 十一 21.5 欠
巻之一 十二 21.6 欠
巻之一 十三 21.5 欠
巻之一 十四 21.4 欠
巻之一 十五 21.5 欠
巻之一 十六 21.4 欠
巻之一 十七 21.5 F0293
巻之一 十八 21.3 F0293
巻之一 十九 21.5 F0293
巻之一 二十 21.4 F0293
巻之一 二十一 21.2 F0292
巻之一 二十二 21.1 F0292
巻之一 二十三 21.2 F0292
巻之一 二十四終 21.3 F0292
巻之二 扉 20.3 欠
巻之二 一 21.7 T0333
巻之二 二 21.7 T0333
巻之二 三 21.8 T0333
巻之二 四 21.7 T0333
巻之二 五 21.5 F0291
巻之二 六 21.5 F0291
巻之二 七 21.5 F0291
巻之二 八 21.5 F0291
巻之二 九 21.5 欠
巻之二 十 21.6 欠
巻之二 十一 21.5 欠
巻之二 十二 21.6 欠
巻之二 十三 21.1 欠
巻之二 十四 21.1 欠
巻之二 十五 21.0 欠
巻之二 十六 21.1 欠
巻之二 十七 21.4 F0297
巻之二 十八 21.4 F0297
巻之二 十九 21.4 F0297
巻之二 二十 21.4 F0297
巻之二 二十一 21.4 欠
巻之二 二十二 21.4 欠
巻之二 二十三 21.3 欠
巻之二 二十四 21.3 欠

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之二 二十五 21.5 欠
巻之二 二十六 21.5 欠
巻之二 二十七 21.4 欠
巻之二 二十八 21.5 欠
巻之二 二十九 21.1 欠
巻之二 三十 21.2 欠
巻之二 三十一 21.1 欠
巻之二 三十二 21.2 欠
巻之二 三十三 21.3 欠
巻之二 三十四 21.2 欠
巻之二 三十五 21.3 欠
巻之二 三十六 21.2 欠
巻之二 三十七 21.5 T0937
巻之二 三十八 21.6 T0937
巻之二 三十九 21.6 T0937
巻之二 四十 21.6 T0937
巻之二 四十一 21.3 T0931
巻之二 四十二 21.3 T0931
巻之二 四十三 21.3 T0931
巻之二 四十四 21.3 T0931
巻之二 四十五 21.7 T0979
巻之二 四十六 21.6 T0979
巻之二 四十七 21.6 T0979
巻之二 四十八 21.6 T0979
巻之二 四十九 21.1 F0296
巻之二 五十 21.1 F0296
巻之二 五十一終 21.5 欠
巻之三 一 21.5 F0298
巻之三 二 21.5 F0298
巻之三 三 21.4 F0298
巻之三 四 21.4 F0298
巻之三 五 21.6 欠

巻之三（高氏研譜） 一 21.8 欠
巻之三（高氏研譜） 二 21.8 欠
巻之三（高氏研譜） 三 22.0 欠
巻之三（高氏研譜） 四 21.8 欠
巻之三（高氏研譜） 五 21.4 F0294
巻之三（高氏研譜） 六 21.4 F0294
巻之三（高氏研譜） 七 21.4 F0294
巻之三（高氏研譜） 八 21.4 F0294
巻之三（高氏研譜） 九 21.6 欠
巻之三（高氏研譜） 十 21.6 欠
巻之三（茅氏研譜） 十一 21.6 欠
巻之三（茅氏研譜） 十二 21.6 欠
巻之三（茅氏研譜） 十三 21.4 欠
巻之三（茅氏研譜） 十四 21.4 欠
巻之三（茅氏研譜） 十五 21.5 欠
巻之三（茅氏研譜） 十六 21.4 欠
巻之三（茅氏研譜） 十七 21.8 欠
巻之三（茅氏研譜） 十八 21.8 欠
巻之三（茅氏研譜） 十九 21.8 欠
巻之三（茅氏研譜） 二十 21.8 欠
巻之三（茅氏研譜） 二十一 21.0 F0296
巻之三（茅氏研譜） 二十二 21.2 F0296
巻之三（研林） 序一 21.4 欠
巻之三（研林） 序二 21.3 T0948
巻之三（研林） 一 21.3 T0948
巻之三（研林） 二 21.3 T0948
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『
年
山
紀
聞
』

　

底
本
は
架
蔵
本
（
大
本
6
冊
）。
第
一
・
第
三
を
除
き
原
題
簽
存
、
た
だ
し
第
五

は
ご
く
一
部
の
み
。「
年
山
紀
聞　

第
二
」「
年
山
紀
聞　

第
四
」「
年
山
紀
聞　

第

六
終
」。
刊
記
「
文
化
元
年
甲
子
三
月
発
行
／
平
安　

小
川
多
左
衛
門
／
娑
々
岐
惣

四
郎
／
北
村
荘
助
／
林
伊
兵
衛
／
小
川
五
兵
衛
／
能
勢
儀
兵
衛
／
東
都　

北
沢
伊
八

／
北
沢
孫
七
」。
四
丁
張
の
板
木
四
枚
が
現
存
す
る
。

　
【
表
9
】
に
よ
れ
ば
、
巻
之
一
「
二
十
五
」
～
「
二
十
八
」
丁
の
匡
郭
縦
寸
は

21
・
4
～
21
・
5
㎝
で
、
直
前
の「
二
十
一
」～
「
二
十
四
」丁
の
21
・
1
㎝
程
度
よ
り

も
格
段
に
大
き
い
。
ま
た
続
く
「
二
十
九
」～「
三
十
二
」丁
は
21
・
1
㎝
と
再
び
小

さ
く
な
り
、「
三
十
三
」
～「
三
十
六
」丁
は
21
・
3
～
21
・
4
㎝
と
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
巻
之
三
の
冒
頭
「
一
」
～
「
四
」
丁
は
、
21
・
7
㎝
前
後
と
大
き
く
、「
五
」

～
「
八
」
丁
で
は
21
・
4
㎝
と
や
や
小
さ
く
な
る
傾
向
を
示
す
。「
九
」
～
「
十
二
」

丁
で
は
21
・
5
～
21
・
6
㎝
と
直
前
の
4
丁
よ
り
も
や
や
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

該
書
の
板
木
は
、
全
丁
数
に
対
し
て
板
木
の
現
存
量
が
少
な
く
、
全
体
の
構
成
を

想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
巻
之
四
に
目
を
移
す
と
、「
八
」
～
「
十
一
」

丁
が
21
・
2
㎝
と
前
後
の
丁
と
比
べ
て
小
さ
く
、
ま
た
均
一
性
が
あ
り
、
確
実
に
一

枚
の
板
木
に
収
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
巻
之
四
は
、
巻
の
冒
頭
か
ら
4

丁
ず
つ
板
木
に
収
め
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
同
巻
「
十
七
」
～

「
二
十
」
丁
は
21
・
2
～
21
・
3
㎝
、「
二
十
一
」
～
「
二
十
四
」
丁
は
21
・
6
～

21
・
7
㎝
と
4
丁
分
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
丁
付
自
体
も
4
の
倍
数
に
戻

る
。
つ
ま
り
、
同
巻
「
一
」
～
「
七
」
丁
お
よ
び
「
十
二
」
～
「
十
六
」
丁
の
ど
こ

か
で
、「
丁
飛
ば
し
」
な
り
、
中
途
半
端
に
な
っ
た
別
巻
の
巻
末
と
組
み
合
わ
せ
る

な
り
の
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
が
見
え
て
く
る
。

　

最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
で
4
丁
が
一
枚
の
板
木
に
収
ま
っ
た
か
ま
で

は
分
か
ら
な
い
が
、
匡
郭
の
縦
寸
を
手
が
か
り
に
板
木
の
構
成
を
探
っ
て
み
る
と
、

板
木
の
構
成
に
つ
い
て
ど
の
部
分
に
操
作
が
加
わ
っ
て
い
る
か
、
概
要
が
見
え
て
く

る
の
で
あ
る
。

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之三（研林） 三 21.3 T0948
巻之三（研林） 四 21.7 T0300
巻之三（研林） 五 21.8 T0300
巻之三（研林） 六 21.8 T0300
巻之三（研林） 七 21.8 T0300
巻之三（研林） 八 20.7 欠
巻之三（研林） 九 20.8 欠
巻之三（研林） 十 21.0 欠
巻之三（研林） 十一 20.8 欠
巻之三（研林） 十二 21.7 F0299
巻之三（研林） 十三 21.8 F0299
巻之三（研林） 十四 21.8 F0299
巻之三（研林） 十五 21.7 F0299

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之一 序 21.2 欠
巻之一 序 21.2 欠
巻之一 序 20.7 欠
巻之一 序 20.6 欠
巻之一 一 21.5 欠
巻之一 二 21.5 欠
巻之一 三 21.4 欠
巻之一 四 21.4 欠
巻之一 五 20.9 欠
巻之一 六 21.0 欠
巻之一 七 21.0 欠
巻之一 八 21.0 欠
巻之一 九 21.8 欠
巻之一 十 21.2 欠
巻之一 十一 21.2 欠
巻之一 十二 21.2 欠
巻之一 十三 21.4 欠
巻之一 十四 21.4 欠
巻之一 十五 21.2 欠
巻之一 十六 21.4 欠
巻之一 十七 21.4 欠
巻之一 十八 21.4 欠
巻之一 十九 21.4 欠

【
表
9
】　 『
年
山
紀
聞
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）
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板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之一 二十 21.4 欠
巻之一 二十一 21.2 欠
巻之一 二十二 21.1 欠
巻之一 二十三 21.0 欠
巻之一 二十四 21.1 欠
巻之一 二十五 21.4 T0651

巻之一 二十六 21.4 T0651

巻之一 二十七 21.5 T0651

巻之一 二十八 21.4 T0651

巻之一 二十九 21.1 欠
巻之一 三十 21.1 欠
巻之一 三十一 21.1 欠
巻之一 三十二 21.1 欠
巻之一 三十三 21.3 欠
巻之一 三十四 21.4 欠
巻之一 三十五 21.4 欠
巻之一 三十六 21.3 欠
巻之一 三十七 21.5 欠
巻之一 三十八終 21.5 欠
巻之二 一 21.2 欠
巻之二 二 21.2 欠
巻之二 三 21.2 欠
巻之二 四 21.2 欠
巻之二 五 21.1 欠
巻之二 六 21.1 欠
巻之二 七 21.1 欠
巻之二 八 21.1 欠
巻之二 九 21.2 欠
巻之二 十 21.2 欠
巻之二 十一 21.2 欠
巻之二 十二 21.2 欠
巻之二 十三 21.4 欠
巻之二 十四 21.4 欠
巻之二 十五 21.3 欠
巻之二 十六 21.4 欠
巻之二 十七 21.2 欠
巻之二 十八 21.2 欠
巻之二 十九 21.3 欠
巻之二 二十 21.2 欠
巻之二 二十一 21.1 欠
巻之二 二十二 21.1 欠
巻之二 二十三 21.1 欠
巻之二 二十四 21.1 欠
巻之二 二十五 21.0 欠
巻之二 二十六 21.0 欠
巻之二 二十七 21.1 欠
巻之二 二十八 21.1 欠
巻之二 二十九 21.1 欠
巻之二 三十 21.0 欠
巻之二 三十一 21.1 欠
巻之二 三十二 21.1 欠
巻之二 三十三 21.3 欠

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之二 三十四 21.2 欠
巻之二 三十五 21.2 欠
巻之二 三十六 21.3 欠
巻之二 三十七 21.4 欠
巻之二 三十八 21.3 欠
巻之二 三十九 21.2 欠
巻之二 四十終 21.3 欠
巻之三 一 21.8 欠
巻之三 二 21.7 欠
巻之三 三 21.7 欠
巻之三 四 21.6 欠
巻之三 五 21.4 欠
巻之三 六 21.4 欠
巻之三 七 21.4 欠
巻之三 八 21.4 欠
巻之三 九 21.6 欠
巻之三 十 21.6 欠
巻之三 十一 21.5 欠
巻之三 十二 21.5 欠
巻之三 十三 21.4 欠
巻之三 十四 21.4 欠
巻之三 十五 21.4 欠
巻之三 十六 21.4 欠
巻之三 十七 21.4 欠
巻之三 十八 21.4 欠
巻之三 十九 21.4 欠
巻之三 二十 21.3 欠
巻之三 二十一 21.6 欠
巻之三 二十二 21.6 欠
巻之三 二十三 21.5 欠
巻之三 二十四 21.5 欠
巻之三 二十五 21.5 欠
巻之三 二十六 21.5 欠
巻之三 二十七 21.4 欠
巻之三 二十八 21.5 欠
巻之三 二十九 21.4 欠
巻之三 三十 21.4 欠
巻之三 三十一 21.3 欠
巻之三 三十二 21.4 欠
巻之三 三十三 21.6 欠
巻之三 三十四 21.6 欠
巻之三 三十五 21.6 欠
巻之三 三十六 21.6 欠
巻之三 三十七 21.5 欠
巻之三 三十八終 21.5 欠
巻之四 一 21.6 欠
巻之四 二 21.5 欠
巻之四 三 21.5 欠
巻之四 四 21.6 欠
巻之四 五 21.8 欠
巻之四 六 21.8 欠
巻之四 七 21.6 欠

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之四 八 21.2 欠
巻之四 九 21.2 欠
巻之四 十 21.2 欠
巻之四 十一 21.2 欠
巻之四 十二 21.7 欠
巻之四 十三 21.7 欠
巻之四 十四 21.5 欠
巻之四 十五 21.5 欠
巻之四 十六 21.6 欠
巻之四 十七 21.3 欠
巻之四 十八 21.3 欠
巻之四 十九 21.2 欠
巻之四 二十 21.3 欠
巻之四 二十一 21.7 欠
巻之四 二十二 21.7 欠
巻之四 二十三 21.7 欠
巻之四 二十四 21.6 欠
巻之四 二十五 21.0 欠
巻之四 二十六 21.2 欠
巻之四 二十七 21.2 欠
巻之四 二十八 21.1 欠
巻之四 二十九 21.3 欠
巻之四 三十 21.1 欠
巻之四 三十一 21.4 欠
巻之四 三十二 21.2 欠
巻之四 三十三 21.6 欠
巻之四 三十四 21.6 欠
巻之四 三十五終 21.6 欠
巻之五 一 21.3 欠
巻之五 二 21.3 欠
巻之五 三 21.3 欠
巻之五 四 21.3 欠
巻之五 五 21.5 欠
巻之五 六 21.5 欠
巻之五 七 21.5 欠
巻之五 八 21.5 欠
巻之五 九 21.6 欠
巻之五 十 21.7 欠
巻之五 十一 21.7 欠
巻之五 十二 21.2 欠
巻之五 十三 21.3 T0698

巻之五 十四 21.4 T0698

巻之五 十五 21.3 T0698

巻之五 十六 21.4 T0698

巻之五 十七 21.4 欠
巻之五 十八 21.4 欠
巻之五 十九 21.3 欠
巻之五 二十 21.5 欠
巻之五 二十一 21.6 欠
巻之五 二十二 21.6 欠
巻之五 二十三 21.6 欠
巻之五 二十四 21.6 欠
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『
左
国
易
一
家
言
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
02-0054

、
半
紙
本
3
冊
）。
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
の
初
版
。
刊
記
に
「
官
許　

文
化
十
四
年
丁
丑
歳
四
月
／
発
兌　

文

政
新
元
戊
寅
歳
八
月
／
含
章
堂
蔵
／
書
売　

大
阪　

網
屋
茂
兵
衛
／
藤
屋
弥
兵
衛
／

河
内
屋
喜
兵
衛
／
江
戸　

須
原
屋
茂
兵
衛
」
と
あ
る
が
、
巻
之
下
の
奥
付
に
「
大
阪

心
斎
橋
備
後
町
南
ヱ
入
／
小
谷
卯
兵
衛
」
の
蔵
板
目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
見

返
し
に
は
「
浪
華
書
売　

浅
野
星
文
堂
」
と
あ
る
。
近
代
摺
。
四
丁
張
の
板
木
二
枚

が
現
存
し
、
う
ち
F
0
0
5
6
○
に
は
袋
（
表
紙
見
返
し
）
を
含
ん
で
い
る
が
、「
浪

華
」
お
よ
び
「
浅
野
星
文
堂
」
を
削
り
、「
文
政
堂
」
と
入
木
し
て
い
る
。

　
【
表
10
】
に
よ
れ
ば
、
巻
之
上
「
十
七
」
～
「
二
十
」
丁
が
同
巻
の
中
で
は
最
も

匡
郭
縦
寸
が
小
さ
い
が
、
そ
れ
に
続
く
「
二
十
一
」
～
「
二
十
四
」
丁
は
逆
に
最
も

大
き
く
、「
十
七
」
～
「
二
十
」
丁
に
比
し
て
3
～
4
㎜
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

続
く
「
二
十
五
」
～
「
二
十
八
」
丁
は
直
前
の
4
丁
よ
り
は
2
～
3
㎜
程
度
小
さ
い
。

ま
た
巻
之
中
で
は
18
・
7
～
18
・
8
㎝
と
大
き
な
「
二
十
九
」
～
「
三
十
二
」
丁
お

よ
び
「
三
十
七
」
～
「
三
十
九
」
丁
に
挟
ま
れ
て
、「
三
十
三
」
～
「
三
十
六
」
丁

の
4
丁
分
は
2
～
3
㎜
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
「
三
十
七
」
～
「
三
十
九
」
丁

が
3
丁
分
で
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
F
0
0
5
6
○
の
板
木
に
は
こ
の
3
丁
と
合

わ
せ
て
袋
が
彫
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

『
北
辺
随
筆
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
01-0023

、
大
本
4
冊
）。
元
題
簽
「
北

辺
随
筆　

初
編　

一
」「
北
辺
随
筆　

初
編　

二
」「
北
辺
随
筆　

初
編　

三
」「
北

辺
随
筆　

初
編　

四
」。
奥
付
に
「
文
政
二
年
己
卯
五
月
新
刊
／
平
安
書
林　

銭
屋

惣
四
郎
／
菱
屋
孫
兵
衛
／
木
村
吉
右
衛
門
／
天
王
寺
屋
市
郎
兵
衛
」
と
あ
る
。
四
丁

張
の
板
木
八
枚
が
現
存
。

　
【
表
11
】
か
ら
特
徴
的
な
部
分
を
拾
う
と
、
巻
之
一
「
十
二
」
～
「
十
五
」
丁
が

前
後
の
丁
に
比
し
て
匡
郭
縦
寸
が
小
さ
く
、
続
く
「
十
六
」
～
「
十
九
」
丁
は
前
後

の
丁
と
比
較
し
て
突
出
し
て
大
き
い
。
ま
た
巻
之
三
「
廾
二
」
～
「
廾
五
」
丁
、
同

巻
「
三
十
」
～
「
卅
三
」
丁
は
、
前
後
の
丁
に
比
し
て
、
2
～
3
㎜
程
度
低
く
な
っ

て
い
る
な
ど
、
や
は
り
4
丁
単
位
で
の
高
低
差
が
表
れ
て
い
る
。

　

該
書
は
、
各
巻
冒
頭
に
目
録
が
あ
る
。
永
井
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
板
木
を
仕
立

て
る
際
に
は
、「
原
則
的
に
本
文
冒
頭
か
ら
起
こ
し
て
行
く
」
傾
向
が
あ
る
と
の
こ

	
	

板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之五 二十五 21.6 欠
巻之五 二十六 21.5 欠
巻之五 二十七 21.5 欠
巻之五 二十八 21.5 欠
巻之五 二十九 21.5 欠
巻之五 三十 21.4 欠
巻之五 三十一 21.5 欠
巻之五 三十二 21.3 欠
巻之五 三十三終 21.6 欠
巻之六 一 20.7 欠
巻之六 二 20.9 欠
巻之六 三 20.8 欠
巻之六 四 20.8 欠
巻之六 五 20.8 欠
巻之六 六 20.8 欠
巻之六 七 20.8 欠
巻之六 八 20.9 欠
巻之六 九 20.8 欠
巻之六 十 20.8 欠
巻之六 十一 20.6 欠
巻之六 十二 20.6 欠
巻之六 十三 21.5 欠
巻之六 十四 21.5 欠
巻之六 十五 21.5 欠
巻之六 十六 21.5 欠
巻之六 十七 21.4 欠
巻之六 十八 21.3 欠
巻之六 十九 21.4 欠
巻之六 二十 21.4 欠
巻之六 二十一 21.1 欠
巻之六 二十二 21.3 欠
巻之六 二十三 21.2 欠
巻之六 二十四 21.2 欠
巻之六 二十五 21.3 T0584

巻之六 二十六 21.3 T0584

巻之六 二十七 21.2 T0584

巻之六 二十八 21.3 T0584

巻之六 二十九 21.2 欠
巻之六 三十 21.2 欠
巻之六 三十一 21.2 欠
巻之六 三十二 21.2 欠
巻之六 三十三 21.5 欠
巻之六 三十四 21.5 欠
巻之六 三十五 21.4 欠
巻之六 三十六 21.4 欠
巻之六 三十七 20.9 欠
巻之六 三十八 21.0 欠
巻之六 三十九 20.9 欠
巻之六 四十 20.8 欠
巻之六 四十一 21.2 T0561

巻之六 四十二 21.3 T0561

巻之六 跋・刊記 21.3 T0561
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板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
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―
紙
質
・
匡
郭
―

【
表
10
】　
『
左
国
易
一
家
言
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之上 一 18.6 欠
巻之上 二 18.5 欠
巻之上 三 18.5 欠
巻之上 四 18.6 欠
巻之上 五 18.5 欠
巻之上 六 18.5 欠
巻之上 七 18.5 欠
巻之上 八 18.5 欠
巻之上 九 18.7 欠
巻之上 十 18.6 欠
巻之上 十一 18.7 欠
巻之上 十二 18.6 欠
巻之上 十三 18.5 欠
巻之上 十四 18.5 欠
巻之上 十五 18.5 欠
巻之上 十六 18.5 欠
巻之上 十七 18.4 欠
巻之上 十八 18.4 欠
巻之上 十九 18.4 欠
巻之上 二十 18.4 欠
巻之上 二十一 18.8 欠
巻之上 二十二 18.7 欠
巻之上 二十三 18.7 欠
巻之上 二十四 18.7 欠
巻之上 二十五 18.6 欠
巻之上 二十六 18.6 欠
巻之上 二十七 18.5 欠
巻之上 二十八 18.6 欠
巻之中 一 18.3 欠
巻之中 二 18.4 欠
巻之中 三 18.4 欠
巻之中 四 18.3 欠
巻之中 五 18.5 欠
巻之中 六 18.5 欠
巻之中 七 18.5 欠
巻之中 八 18.5 欠
巻之中 九 18.4 欠
巻之中 十 18.4 欠
巻之中 十一 18.4 欠
巻之中 十二 18.5 欠
巻之中 十三 18.5 欠
巻之中 十四 18.5 欠
巻之中 十五 18.5 欠
巻之中 十六 18.5 欠
巻之中 十七 18.6 欠
巻之中 十八 18.6 欠
巻之中 十九 18.6 欠
巻之中 二十 18.6 欠
巻之中 二十一 18.8 欠
巻之中 二十二 18.8 欠
巻之中 二十三 18.8 欠
巻之中 二十四 18.8 欠
巻之中 二十五 18.8 欠
巻之中 二十六 18.8 欠
巻之中 二十七 18.8 欠
巻之中 二十八 18.8 欠

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之中 二十九 18.7 欠
巻之中 三十 18.7 欠
巻之中 三十一 18.7 欠
巻之中 三十二 18.7 欠
巻之中 三十三 18.5 欠
巻之中 三十四 18.5 欠
巻之中 三十五 18.5 欠
巻之中 三十六 18.5 欠
巻之中 三十七 18.7 F0056○
巻之中 三十八 18.7 F0056○
巻之中 三十九 18.8 F0056○
巻之下 一 18.7 欠
巻之下 二 18.8 欠
巻之下 三 18.8 欠
巻之下 四 18.8 欠
巻之下 五 18.4 欠
巻之下 六 18.4 欠
巻之下 七 18.4 欠
巻之下 八 18.4 欠
巻之下 九 18.4 欠
巻之下 十 18.5 欠
巻之下 十一 18.5 欠
巻之下 十二 18.4 欠
巻之下 十三 18.7 欠
巻之下 十四 18.7 欠
巻之下 十五 18.7 欠
巻之下 十六 18.7 欠
巻之下 十七 18.7 欠
巻之下 十八 18.7 欠
巻之下 十九 18.7 欠
巻之下 二十 18.7 欠
巻之下 二十一 18.5 arcMD01-0004
巻之下 二十二 18.5 arcMD01-0004
巻之下 二十三 18.6 arcMD01-0004
巻之下 二十四 18.6 arcMD01-0004
巻之下 二十五 18.5 欠
巻之下 二十六 18.5 欠
巻之下 二十七 18.5 欠
巻之下 二十八 18.6 欠
巻之下 二十九 18.7 欠
巻之下 三十 18.6 欠
巻之下 三十一 18.7 欠
巻之下 三十二 18.7 欠
巻之下 三十三 18.8 欠
巻之下 三十四 18.8 欠
巻之下 三十五 18.8 欠
巻之下 三十六 18.8 欠
巻之下 三十七 18.6 欠
巻之下 三十八 18.6 欠
巻之下 三十九 18.6 欠
巻之下 四十 18.6 欠
巻之下 四十一 18.6 欠
巻之下 四十二 18.6 欠
巻之下 刊記 18.9 欠
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板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

と
で
あ
る
（
（（
（

。
つ
ま
り
、
本
文
が
板
木
に
す
っ
き
り
収
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、
板
木

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
本
文
か
ら
あ
ふ
れ
る
も
の
（
題
簽
・
袋
・
序
・
跋
な

ど
）
な
ど
を
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
彫
る
こ
と
、
板
木
に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
場
合
に

は
こ
れ
ら
を
彫
る
た
め
の
別
板
を
仕
立
て
る
こ
と
を
豊
富
な
実
例
と
と
も
に
報
告
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
目
録
と
本
文
の
板
木
が
別
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
例
と
し

て
は
、
寛
文
十
年
刊
『
種
子
集
』、
寛
文
十
一
年
刊
『
増
補
悉
曇
初
心
鈔
』、
同
年
刊

『
諸
尊
種
子
真
言
集
』、
天
明
元
年
刊
『
古
文
孝
経
』
が
あ
る
。
つ
ま
り
目
録
は
本
文

の
一
部
で
は
な
く
、
題
簽
・
袋
・
序
・
跋
な
ど
と
同
様
、
本
文
か
ら
あ
ふ
れ
る
も
の

と
見
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

該
書
の
目
録
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
該
書
の
板
木
八

枚
の
中
に
は
、
本
文
冒
頭
ま
た
は
題
簽
を
含
む
も
の
が
な
い
。
ま
た
そ
も
そ
も
巻
之

一
の
板
木
が
一
枚
も
現
存
し
て
お
ら
ず
、
巻
之
一
の
目
録
が
ど
こ
に
彫
ら
れ
て
い
た

の
か
、
知
る
術
が
な
い
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。【
表
11
】
に
戻
る
。
先
に
匡
郭
寸

法
の
出
現
パ
タ
ー
ン
が
特
徴
的
と
し
た
箇
所
に
巻
之
一
「
十
二
」
～
「
十
五
」
丁
の

4
丁
分
が
あ
る
。
本
文
冒
頭
つ
ま
り「
一
」丁
か
ら
4
丁
ず
つ
板
木
を
構
成
し
て
い
っ

た
場
合
、「
十
二
」～「
十
五
」丁
と
い
う
範
囲
が
あ
り
え
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

匡
郭
寸
法
に
注
目
す
れ
ば
、
巻
之
一
「
目
一
」
～
「
三
」
丁
の
4
丁
は
、
前
後
の

丁
に
比
し
て
若
干
高
く
揃
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
4
丁
分
は
一
枚
の
板
木
に

仕
立
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
降
4
丁
ず
つ
仕
立
て
て
い
け
ば
、「
十
二
」

～
「
十
五
」
丁
が
一
枚
の
板
木
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
何
ら
疑
問

は
な
い
の
で
あ
る
。

　

永
井
氏
が
述
べ
ら
れ
た
原
則
の
み
で
は
該
書
の
目
録
が
板
木
上
で
ど
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
現
在
検
証
し
て
い
る
匡
郭
縦
寸
の
高
低
差
＝
板
木

の
異
な
り
と
い
う
原
則
を
合
わ
せ
て
考
え
る
時
、
該
書
の
板
木
は
目
録
を
本
文
の
冒

頭
と
見
な
し
て
板
木
を
構
成
し
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

【
表
11
】　
『
北
辺
随
筆
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之一 初序 20.5 欠
巻之一 目 20.7 欠
巻之一 一 20.7 欠
巻之一 二 20.7 欠
巻之一 三 20.7 欠
巻之一 四 20.6 欠
巻之一 五 20.5 欠
巻之一 六 20.5 欠
巻之一 七 20.6 欠
巻之一 八 20.5 欠
巻之一 九 20.5 欠
巻之一 十 20.5 欠
巻之一 十一 20.6 欠
巻之一 十二 20.4 欠
巻之一 十三 20.4 欠
巻之一 十四 20.3 欠
巻之一 十五 20.3 欠
巻之一 十六 20.8 欠
巻之一 十七 20.8 欠
巻之一 十八 20.9 欠
巻之一 十九 20.9 欠
巻之一 廾 20.3 欠
巻之一 廾一 20.3 欠
巻之一 廾二 20.3 欠
巻之一 廾三 20.4 欠
巻之一 廾四 20.3 欠
巻之一 廾五 20.4 欠
巻之一 廾六 20.4 欠
巻之一 廾七 20.4 欠
巻之一 廾八 20.4 欠
巻之一 廾九 20.5 欠
巻之一 三十 20.4 欠
巻之一 卅一 20.3 欠
巻之一 卅二 20.4 欠
巻之一 卅三 20.3 欠
巻之一 卅四 20.3 欠
巻之二 目一 20.3 欠
巻之二 目二 20.2 欠
巻之二 壱 20.3 欠
巻之二 二 20.2 欠
巻之二 三 20.4 欠
巻之二 四 20.4 欠
巻之二 五 20.4 欠
巻之二 六 20.4 欠
巻之二 七 20.4 欠
巻之二 八 20.3 欠
巻之二 九 20.3 欠
巻之二 十 20.4 欠
巻之二 十一 20.2 欠
巻之二 十二 20.2 欠
巻之二 十三 20.2 欠
巻之二 十四 20.3 欠
巻之二 十五 20.3 欠
巻之二 十六 20.3 欠
巻之二 十七 20.3 欠
巻之二 十八 20.3 欠
巻之二 十九 20.3 欠
巻之二 二十 20.0 欠
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『
眼
前
教
近
道
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
02-0051

、
半
紙
本
1
冊
）。
原
題
簽
「
眼

前
教
近
道　

全
」。
奥
付
に
「
文
政
十
戊
子
年
新
刻
／
弘
化
四
丁
未
年
求
刻
／
江
戸

　

須
原
屋
茂
兵
衛
／
岡
田
屋
嘉
七
／
山
城
屋
佐
兵
衛
／
大
坂　

河
内
屋
喜
兵
衛
／
敦

賀
屋
九
兵
衛
／
河
内
屋
茂
兵
衛
」
／
八
日
市　

小
杉
文
右
衛
門
／
京　

蛭
子
屋
治
助

／
銭
屋
惣
四
郎
」
と
あ
る
。
底
本
の
奥
付
お
よ
び
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典

籍
総
合
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
文
政
一
一
年
版
（
永
楽
屋
東
四
郎
刊
）
が
初
版
で
あ
る

が
、
底
本
は
弘
化
四
年
版
で
あ
る
。
四
丁
張
の
板
木
三
枚
が
現
存
。

　
【
表
12
】に
よ
れ
ば
、特
に「
九
」～「
二
十
四
」丁
に
よ
く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
九
」

～
「
十
二
」
丁
の
匡
郭
縦
寸
が
最
も
大
き
い
4
丁
分
か
ら
、次
の
「
十
三
」
～
「
十
六
」

丁
は
3
～
4
㎜
程
度
も
小
さ
く
、「
十
七
」
～
「
二
十
」
と
「
二
十
一
」
～
「
二
十
四
」

に
至
る
ま
で
、
4
丁
を
単
位
と
し
て
階
段
状
に
高
く
な
っ
て
い
っ
て
い
る
。

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之二 廾一 20.3 欠
巻之二 廾二 20.1 欠
巻之二 廾三 20.2 欠
巻之二 廾四 20.4 欠
巻之二 廾五 20.4 欠
巻之二 廾六 20.4 欠
巻之二 廾七 20.1 欠
巻之二 廾八 20.1 欠
巻之二 廾九 20.1 欠
巻之二 三十 20.1 欠
巻之二 卅一 20.5 欠
巻之二 卅二 20.3 欠
巻之二 卅三 20.5 欠
巻之二 卅四 20.5 欠
巻之二 卅五 20.7 欠
巻之二 卅六 20.8 欠
巻之二 卅七 20.8 欠
巻之二 卅八 20.8 欠
巻之二 卅九 20.7 欠
巻之二 四十 20.7 欠
巻之二 四十一 20.7 欠
巻之二 四十二 20.7 欠
巻之二 四十三 20.6 欠
巻之三 目 20.6 欠
巻之三 一 20.5 欠
巻之三 二 20.4 欠
巻之三 三 20.3 欠
巻之三 四 20.3 欠
巻之三 五 20.3 欠
巻之三 六 20.4 欠
巻之三 七 20.4 欠
巻之三 八 20.3 欠
巻之三 九 20.5 欠
巻之三 十 20.6 欠
巻之三 十一 20.6 欠
巻之三 十二 20.6 欠
巻之三 十三 20.6 欠
巻之三 十四 20.5 T0344 
巻之三 十五 20.6 T0344 
巻之三 十六 20.6 T0344 
巻之三 十七 20.6 T0344 
巻之三 十八 20.5 欠
巻之三 十九 20.5 欠
巻之三 二十 20.4 欠
巻之三 廾一 20.4 欠
巻之三 廾二 20.3 欠
巻之三 廾三 20.3 欠
巻之三 廾四 20.3 欠
巻之三 廾五 20.3 欠
巻之三 廾六 20.6 欠
巻之三 廾七 20.5 欠
巻之三 廾八 20.6 欠
巻之三 廾九 20.5 欠
巻之三 三十 20.3 欠
巻之三 卅一 20.3 欠
巻之三 卅二 20.2 欠
巻之三 卅三 20.2 欠
巻之三 卅四 20.5 欠

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之三 卅五 20.5 欠
巻之三 卅六 20.5 欠
巻之四 目 20.5 欠
巻之四 一 20.5 欠
巻之四 二 20.5 欠
巻之四 三 20.6 欠
巻之四 四 20.6 欠
巻之四 五 20.6 T0360
巻之四 六 20.6 T0360
巻之四 七 20.6 T0360
巻之四 八 20.6 T0360
巻之四 九 20.6 T0057
巻之四 十 20.6 T0057
巻之四 十一 20.5 T0057
巻之四 十二 20.6 T0057
巻之四 十三 20.7 T0496
巻之四 十四 20.7 T0496
巻之四 十五 20.7 T0496
巻之四 十六 20.7 T0496
巻之四 十七 20.5 T0489
巻之四 十八 20.5 T0489
巻之四 十九 20.5 T0489
巻之四 二十 20.5 T0489
巻之四 廾一 20.5 T0055
巻之四 廾二 20.5 T0055
巻之四 廾三 20.5 T0055
巻之四 廾四 20.5 T0055
巻之四 廾五 20.6 T0059
巻之四 廾六 20.6 T0059
巻之四 廾七 20.6 T0059
巻之四 廾八 20.6 T0059
巻之四 廾九 20.4 T0337
巻之四 三十 20.5 T0337
巻之四 卅一 20.5 T0337
巻之四 卅二 20.5 T0337
巻之四 卅三 20.6 欠
巻之四 卅四 20.5 欠
巻之四 卅五 20.5 欠
巻之四 卅六 20.5 欠
巻之四 卅七 20.5 欠
巻之四 奥付 19.9 欠
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『
酔
古
堂
剣
掃
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
03-0066

、
中
本
2
冊
）。
元
題
簽
「
酔

古
堂
剣
掃　

一
」「
酔
古
堂
剣
掃　

二
」。
表
紙
見
返
し
に
「
平
安
書
舗　

星
文
堂
／

文
栄
堂
／
文
泉
堂
」、
奥
付
に
「
皇
都
寺
町
通
六
角
南
式
部
町
十
三
番
戸
／
書
肆
聖

華
房　

山
田
茂
助
蔵
版
」
と
あ
る
。
初
版
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
刊
（
跋
文
に

よ
る
）。
四
丁
張
の
板
木
九
枚
が
現
存
。

　
【
表
13
】
か
ら
分
か
り
や
す
い
点
を
拾
う
と
、
巻
之
四
「
十
三
」
～
「
十
六
」
丁

の
4
丁
分
、
巻
之
七
「
五
」
～
「
八
」
丁
は
匡
郭
縦
寸
が
前
後
と
比
較
し
て
2
㎜
小

さ
く
な
っ
て
い
る
。
巻
之
一
「
十
二
」
～
「
十
四
」
丁
の
3
丁
分
が
突
出
し
て
大
き

く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
3
丁
分
は
「
叙
」
で
あ
り
、
も
と
も
と
本
文
と
は
別
の
板

式
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

該
書
に
は
複
数
巻
の
丁
を
収
め
る
板
木
が
一
枚
現
存
し
て
い
る
。
巻
之
二
「
九
」

～
「
十
一
」
丁
の
3
丁
分
と
巻
之
七
「
十
三
」
丁
を
収
め
た
T
1
0
3
3
が
そ
れ
で

あ
る
が
、
巻
之
二
の
3
丁
分
は
15
・
2
㎜
～
15
・
3
㎜
、
巻
之
七
の
1
丁
分
は
15
㎜

と
均
一
性
を
欠
く
。

　

巻
之
二
は
全
11
丁
で
、
冒
頭
か
ら
4
丁
ず
つ
板
木
を
仕
立
て
た
と
す
る
と
1
丁
分

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
る
。
巻
之
七
は
全
14
丁
あ
り
、直
前
の「
九
」～「
十
二
」

丁
を
収
め
る
板
木
は
現
存
し
て
い
る
（
立
命
館
A
R
C
所
蔵
、arcM

D
01-0001

）。

ま
た
そ
の
直
前
の
「
五
」
～
「
八
」
丁
も
、先
ほ
ど
匡
郭
寸
に
よ
っ
て
見
た
よ
う
に
、

一
枚
の
板
木
に
収
ま
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
巻
の
冒
頭
か
ら
1

丁
ず
つ
板
木
を
収
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
半
端
に
な
っ
た
巻
末
2

丁
分
を
、
別
の
巻
の
板
木
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
含
め
た
結
果
が
、
T
1
0
3
3
な
の

だ
ろ
う
。
巻
之
二
の
3
丁
分
の
匡
郭
高
は
、
む
し
ろ
巻
之
二
の
そ
れ
以
前
の
丁
に
近

く
、
巻
之
七
の
1
丁
分
に
つ
い
て
も
、
む
し
ろ
巻
之
二
の
そ
れ
以
前
の
丁
に
近
い
。

そ
の
他
の
出
現
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
底
本
が
四
丁
張
の
板
木
で
仕
立
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
推
定
で
き
る
が
、
ど
の
4
丁
が
一
枚
の
板
木
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ま
で
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
表
12
】　
『
眼
前
教
近
道
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）

丁付 匡郭高 板木 No.
一 17.6 欠
二 17.7 欠
三 17.6 欠
四 17.6 欠
五 17.7 欠
六 17.7 欠
七 17.7 欠
八 17.7 欠
九 17.8 欠
十 17.8 欠
十一 17.8 欠
十二 17.9 欠
十三 17.5 欠
十四 17.5 欠
十五 17.5 欠
十六 17.5 欠
十七 17.6 欠
十八 17.6 欠
十九 17.6 欠
二十 17.6 欠
二十一 17.8 欠
二十二 17.8 欠
二十三 17.8 欠
二十四 17.8 欠
二十五 17.6 T0305 
二十六 17.7 T0305 
二十七 17.7 T0305 
二十八 17.7 T0305 
二十九 17.7 T0432
三十 17.7 T0432
三十一 17.7 T0432
三十二 17.7 T0432
三十三 17.7 T0202
三十四 17.7 T0202
奥付等 17.7 欠
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【
表
13
】 　
『
酔
古
堂
剣
掃
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）

冊 巻 丁付 匡郭高 板木No.
一 巻之一 序一 14.9 欠
一 巻之一 序二 14.9 欠
一 巻之一 序三 14.9 欠
一 巻之一 一 15.1 欠
一 巻之一 二 15.1 欠
一 巻之一 三 15.2 欠
一 巻之一 四 15.1 欠
一 巻之一 五 15.2 欠
一 巻之一 六 15.1 欠
一 巻之一 七 15.1 欠
一 巻之一 八 15.1 欠
一 巻之一 九 15.0 欠
一 巻之一 十 15.0 欠
一 巻之一 十一 15.0 欠
一 巻之一 十二 (叙 ) 15.9 欠
一 巻之一 十三 (叙 ) 15.9 欠
一 巻之一 十四 (叙 ) 15.8 欠
一 巻之一 十五 15.3 欠
一 巻之一 十六 15.3 欠
一 巻之一 十七 15.0 欠
一 巻之一 十八 15.0 欠
一 巻之一 十九 15.0 欠
一 巻之一 二十 15.1 欠
一 巻之一 廾一 15.1 欠
一 巻之一 廿二 15.0 欠
一 巻之一 廿三 15.1 欠
一 巻之一 廿四 15.1 欠
一 巻之一 廿五 15.2 欠
一 巻之一 一 15.2 欠
一 巻之一 二 15.2 欠
一 巻之一 三 15.1 欠
一 巻之一 四 15.2 欠
一 巻之一 五 15.1 欠
一 巻之一 六 15.0 欠
一 巻之一 七 14.9 欠
一 巻之一 八 14.9 欠
一 巻之一 九 14.9 欠
一 巻之一 十 14.9 欠
一 巻之一 十一 14.9 欠
一 巻之一 十二 14.9 欠
一 巻之一 十三 14.8 欠
一 巻之一 十四 14.9 欠
一 巻之一 十五 14.9 欠
一 巻之一 十六 14.9 欠
一 巻之一 十七 15.2 欠
一 巻之一 十八 15.2 欠
一 巻之一 十九 15.1 欠
一 巻之一 廿 15.2 欠
一 巻之一 二十一 15.2 欠
一 巻之一 廿二 15.1 欠
一 巻之一 廿三 15.1 欠
一 巻之二 一 15.1 欠
一 巻之二 二 15.1 欠
一 巻之二 三 15.2 欠
一 巻之二 四 14.9 欠
一 巻之二 五 15.2 T1039
一 巻之二 六 15.2 T1039

冊 巻 丁付 匡郭高 板木No.
一 巻之二 七 15.2 T1039
一 巻之二 八 15.2 T1039
一 巻之二 九 15.3 T1033
一 巻之二 十 15.2 T1033
一 巻之二 十一 15.2 T1033
一 巻之三 一 15.1 欠
一 巻之三 二 15.2 欠
一 巻之三 三 15.2 欠
一 巻之三 四 15.2 欠
一 巻之三 五 15.2 T1038
一 巻之三 六 15.3 T1038
一 巻之三 七 15.3 T1038
一 巻之三 八 15.3 T1038
一 巻之三 九 15.1 欠
一 巻之三 十 15.1 欠
一 巻之三 十一 15.1 欠
一 巻之四 一 15.1 欠
一 巻之四 二 15.2 欠
一 巻之四 三 15.2 欠
一 巻之四 四 15.1 欠
一 巻之四 五 15.2 欠
一 巻之四 六 15.2 欠
一 巻之四 七 15.2 欠
一 巻之四 八 15.2 欠
一 巻之四 九 15.1 欠
一 巻之四 十 15.1 欠
一 巻之四 十一 15.2 欠
一 巻之四 十二 15.2 欠
一 巻之四 十三 14.9 欠
一 巻之四 十四 14.9 欠
一 巻之四 十五 14.9 欠
一 巻之四 十六 14.9 欠
一 巻之四 十七 15.1 欠
一 巻之四 十八 15.1 欠
一 巻之四 十九 15.1 欠
一 巻之五 一 15.2 欠
一 巻之五 二 15.2 欠
一 巻之五 三 15.2 欠
一 巻之五 四 15.2 欠
一 巻之五 五 15.2 T1047
一 巻之五 六 15.2 T1047
一 巻之五 七 15.1 T1047
一 巻之五 八 15.2 T1047
一 巻之五 九 15.1 T1032
一 巻之五 十 15.1 T1032
一 巻之五 十一 15.1 T1032
一 巻之五 十二 15.1 T1032
一 巻之五 十三 15.0 T1053
一 巻之五 十四 15.0 T1053
一 巻之五 十五 15.0 T1053
一 巻之五 十六 15.0 T1053
一 巻之五 十七 15.1 T1040
一 巻之五 十八 15.1 T1040
一 巻之五 十九 15.1 T1040
一 巻之五 二十 15.1 T1040
一 巻之五 二十一 15.0 T1031 
一 巻之五 二十二 15.0 T1031 
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冊 巻 丁付 匡郭高 板木No.
一 巻之五 二十三 14.9 T1031 
一 巻之五 二十四 14.9 T1031 
二 巻之六 一 14.8 欠
二 巻之六 二 15.0 欠
二 巻之六 三 15.0 欠
二 巻之六 四 15.2 欠
二 巻之六 五 15.0 欠
二 巻之六 六 15.1 欠
二 巻之六 七 14.8 欠
二 巻之六 八 15.0 欠
二 巻之六 九 15.0 欠
二 巻之六 十 15.0 欠
二 巻之六 十一 14.8 欠
二 巻之六 十二 14.8 欠
二 巻之六 十三 14.8 欠
二 巻之七 一 15.0 欠
二 巻之七 二 14.9 欠
二 巻之七 三 15.0 欠
二 巻之七 四 15.0 欠
二 巻之七 五 14.8 欠
二 巻之七 六 14.8 欠
二 巻之七 七 14.8 欠
二 巻之七 八 14.8 欠
二 巻之七 九 15.0 arcMD01-0001
二 巻之七 十 15.0 arcMD01-0001
二 巻之七 十一 15.0 arcMD01-0001
二 巻之七 十二 15.0 arcMD01-0001
二 巻之七 十三 15.0 T1033
二 巻之七 十四 14.8 欠
二 巻之八 一 14.8 欠
二 巻之八 二 14.8 欠
二 巻之八 三 14.8 欠
二 巻之八 四 14.8 欠
二 巻之八 五 15.0 欠
二 巻之八 六 15.0 欠
二 巻之八 七 14.9 欠
二 巻之八 八 14.9 欠
二 巻之九 一 14.8 欠
二 巻之九 二 14.9 欠
二 巻之九 三 14.8 欠
二 巻之九 四 14.8 欠
二 巻之九 五 14.7 欠
二 巻之九 六 14.7 欠
二 巻之九 七 14.7 欠
二 巻之九 八 14.7 欠
二 巻之九 九 14.9 欠
二 巻之九 十 14.9 欠
二 巻之九 十一 14.9 欠
二 巻之十 一 14.9 欠
二 巻之十 二 14.9 欠
二 巻之十 三 14.9 欠
二 巻之十 四 14.9 欠
二 巻之十 五 14.7 欠
二 巻之十 六 14.8 欠
二 巻之十 七 14.8 欠
二 巻之十 八 14.8 欠
二 巻之十 九 14.8 欠

冊 巻 丁付 匡郭高 板木No.
二 巻之十 十 14.8 欠
二 巻之十 十一 14.8 欠
二 巻之十 十二 14.8 欠
二 巻之十一 一 14.8 欠
二 巻之十一 二 14.8 欠
二 巻之十一 三 14.8 欠
二 巻之十一 四 14.8 欠
二 巻之十一 五 15.0 欠
二 巻之十一 六 15.0 欠
二 巻之十一 七 15.0 欠
二 巻之十一 八 15.0 欠
二 巻之十一 九 15.0 欠
二 巻之十一 十 14.9 欠
二 巻之十一 十一 14.9 欠
二 巻之十一 十二 14.9 欠
二 巻之十二 一 15.0 欠
二 巻之十二 二 15.0 欠
二 巻之十二 三 15.0 欠
二 巻之十二 四 15.0 欠
二 巻之十二 五 14.8 欠
二 巻之十二 六 14.8 欠
二 巻之十二 七 14.8 欠
二 巻之十二 八 14.9 欠
二 巻之十二 九 14.9 欠
二 巻之十二 十 14.9 欠
二 巻之十二 十一 14.7 欠
二 巻之十二 十二 14.7 欠
二 巻之十二 十三 14.9 欠
二 巻之十二 十四 14.8 欠
二 巻之十二 十五 14.8 欠
二 巻之十二 十六 14.8 欠
二 巻之十二 十七 14.8 欠
二 巻之十二 十八 15.0 欠
二 巻之十二 十九 15.2 欠
二 巻之十二 二十 15.3 欠
二 巻之十二 廿一 15.3 欠
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こ
こ
ま
で
は
全
て
四
丁
張
の
板
木
を
見
て
き
た
が
、
二
丁
張
や
六
丁
張
、
八
丁
張

の
板
木
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　『
校
本
古
文
後
集
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
01-0021

、
大
本
2
冊
）。
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
刊
。
巻
之
上
表
紙
見
返
し
に
「
皇
都
書
林　

文
徳
堂
／
江
戸
書
林　

千
鐘
房
／
発
兌
」、
巻
之
下
奥
付
に
「
三
都
書
物
問
屋
／
江
戸
日
本
橋
通
二
丁
目　

須
原
屋
茂
兵
衛
／
同　

通
二
丁
目　

山
城
屋
佐
兵
衛
／
同　

通
四
丁
目　

須
原
屋
佐

助
／
同　

両
国
横
山
町
一
丁
目　

出
雲
寺
万
次
郎
／
同　

両
国
横
山
町
三
丁
目　

和

泉
屋
金
右
衛
門
／
同　

浅
草
茅
町
二
丁
目　

須
原
屋
伊
八
／
同　

柴
神
明
前　

岡
田

屋
嘉
七
／
大
阪
心
斎
橋
南
江
二
町
目　

敦
賀
屋
九
兵
衛
／
同
心
斎
橋
安
堂
町　

秋
田

屋
太
右
衛
門
／
京
都
寺
町
通
松
原
下
ル　

勝
村
治
右
衛
門
版
」。
二
丁
張
の
板
木
十

枚
が
現
存
。

　
【
表
14
】
に
よ
れ
ば
、
底
本
に
つ
い
て
顕
著
で
あ
る
の
は
、
巻
之
上
「
十
七
」
～

「
十
八
」
丁
が
前
後
の
丁
と
比
較
し
て
2
㎜
小
さ
く
な
っ
て
い
る
他
、巻
之
下
「
十
一
」

～
「
十
二
」
丁
が
前
後
の
丁
と
比
較
し
て
3
～
4
㎜
も
小
さ
く
な
っ
て
い
る
点
、
巻

之
下
「
四
十
七
」
～
「
四
十
八
」
が
前
後
の
丁
と
比
較
し
て
3
㎜
程
度
小
さ
い
点
な

ど
で
あ
る
。
二
丁
張
の
板
木
に
よ
っ
て
摺
刷
さ
れ
た
板
本
は
、
結
果
的
に
匡
郭
高
低

差
の
出
現
パ
タ
ー
ン
が
2
の
倍
数
、
つ
ま
り
4
丁
分
の
単
位
で
出
現
す
る
こ
と
が
あ

り
、
一
見
判
断
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
が
、
や
は
り
よ
く
見
る
と
2
丁
分
の
高
低
差

パ
タ
ー
ン
が
表
れ
る
。

【
表
14
】　
『
校
本
古
文
後
集
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之上 序 21.6 欠
巻之上 引書目乙 21.0 欠
巻之上 目録一 21.1 欠
巻之上 目録二 21.1 欠
巻之上 一 21.4 欠
巻之上 二 21.4 欠
巻之上 三 21.2 欠
巻之上 四 21.2 欠
巻之上 五 21.4 欠
巻之上 六 21.3 欠
巻之上 七 21.4 欠
巻之上 八 21.3 欠
巻之上 九 21.4 欠
巻之上 十 21.4 欠
巻之上 十一 21.3 欠
巻之上 十二 21.2 欠
巻之上 十三 21.1 欠
巻之上 十四 21.1 欠
巻之上 十五 21.2 N0228

巻之上 十六 21.2 N0228

巻之上 十七 21.0 N0232

巻之上 十八 21.0 N0232

巻之上 十九 21.2 欠
巻之上 二十 21.2 欠
巻之上 二十一 21.2 欠
巻之上 二十二 21.3 欠
巻之上 二十三 21.2 欠
巻之上 二十四 21.3 欠
巻之上 二十五 21.2 N0229

巻之上 二十六 21.3 N0229

巻之上 二十七 21.3 欠
巻之上 二十八 21.2 欠
巻之上 二十九 21.3 欠
巻之上 三十 21.2 欠
巻之上 三十一 21.1 欠
巻之上 三十二 21.1 欠
巻之上 三十三 21.2 N0230

巻之上 三十四 21.1 N0230

巻之上 三十五 21.2 欠
巻之上 三十六 21.2 欠
巻之上 三十七 21.3 欠
巻之上 三十八 21.3 欠
巻之上 三十九 21.3 欠
巻之上 四十 21.3 欠
巻之上 四十一 21.2 欠
巻之上 四十二 21.1 欠
巻之上 四十三 21.2 欠
巻之上 四十四 21.2 欠
巻之上 四十五 21.3 N0231

巻之上 四十六 21.2 N0231

巻之下 一 21.4 欠
巻之下 二 21.4 欠
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『
夢
合
早
占
大
成
』

　

底
本
は
立
命
館
A
R
C
所
蔵
本
（arcB

K
04-0076

、
小
本
1
冊
）。
原
題
簽
「
夢

合
早
占
大
成　

全
」。
裏
表
紙
見
返
し
に
「
藤
井
佐
兵
衛
」
の
蔵
板
目
録
が
付
く
。

該
書
は
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）刊『
占
夢
早
考
』の
改
題
本
。
序
文
に「
題
占
夢
早
考
」

と
あ
る
が
、板
木
内
題
に
入
木
が
施
さ
れ
て
お
り
、ま
た
柱
題
「
占
夢
早
考
」
の
「
占
」

「
考
」
を
削
除
し
た
痕
跡
が
残
る
。
六
丁
張
の
板
木
が
九
枚
現
存
し
て
い
る
。

　
【
表
15
】
を
見
れ
ば
、「
六
十
九
」
～
「
百
二
丁
」（
終
丁
）の
丁
ま
で
の
35
丁
分
の

範
囲
に
顕
著
な
よ
う
に
、
匡
郭
高
の
高
い
箇
所
と
低
い
箇
所
が
、
6
丁
分
を
単
位
と

し
て
交
互
に
出
現
し
て
い
る
。
な
お
「
九
十
八
」
～
「
百
二
丁
」
は
5
丁
分
し
か
な

い
が
、
該
当
箇
所
の
板
木（
F
0
0
3
4
）の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
は
奥
付
が
彫
ら
れ
て

お
り
、
本
文
は
5
丁
分
し
か
な
い
。

【
表
15
】　
『
夢
合
早
占
大
成
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）

巻 丁付 匡郭高 板木No.
巻之下 三 21.3 欠
巻之下 四 21.3 欠
巻之下 五 21.4 欠
巻之下 六 21.4 欠
巻之下 七 21.4 欠
巻之下 八 21.3 欠
巻之下 九 21.4 欠
巻之下 十 21.4 欠
巻之下 十一 21.1 欠
巻之下 十二 21.1 欠
巻之下 十三 21.5 欠
巻之下 十四 21.5 欠
巻之下 十五 21.4 T1733

巻之下 十六 21.4 T1733

巻之下 十七 21.4 欠
巻之下 十八 21.5 欠
巻之下 十九 21.5 N0233

巻之下 二十 21.5 N0233

巻之下 二十一 21.4 欠
巻之下 二十二 21.5 欠
巻之下 二十三 21.2 欠
巻之下 二十四 21.1 欠
巻之下 二十五 21.1 欠
巻之下 二十六 21.2 欠
巻之下 二十七 21.5 欠
巻之下 二十八 21.4 欠
巻之下 二十九 21.1 欠
巻之下 三十 21.1 欠
巻之下 三十一 21.2 欠
巻之下 三十二 21.2 欠
巻之下 三十三 21.3 N0234

巻之下 三十四 21.2 N0234

巻之下 三十五 21.2 T1476

巻之下 三十六 21.1 T1476

巻之下 三十七 21.1 欠
巻之下 三十八 21.1 欠
巻之下 三十九 21.3 欠
巻之下 四十 21.4 欠
巻之下 四十一 21.2 欠
巻之下 四十二 21.2 欠
巻之下 四十三 21.5 N0235

巻之下 四十四 21.4 N0235

巻之下 四十五 21.5 欠
巻之下 四十六 21.5 欠
巻之下 四十七 21.2 欠
巻之下 四十八 21.2 欠
巻之下 四十九 21.5 欠
巻之下 五十 21.4 欠
巻之下 跋 21.4 欠
巻之下 跋 21.1 欠

丁付 匡郭高 板木No.
序ノ一 12.1 F0033
序ノ二 11.9 F0033
序ノ三 12.0 F0033
序ノ四 12.1 F0033
序ノ五 12.1 F0033
序ノ六 12.1 F0033
序ノ七 12.0 F0102
序ノ八 12.0 F0102
序ノ九 11.9 F0102
序ノ十 12.0 F0102
序ノ十一 11.9 F0102
序ノ十二 12.2 F0102
序ノ十三 12.2 F0100
序ノ十四 12.2 F0100
序ノ十五 12.1 F0100
序ノ十六 12.3 F0100
一丁 11.8 F0100
二丁 11.8 F0100
三丁 11.6 F0103
四丁 11.6 F0103
五丁 11.7 F0103
六丁 11.7 F0103
七丁 11.6 F0103
八丁 11.7 F0103
九丁 11.9 欠
十丁 11.8 欠
十一 11.8 欠
十二 11.8 欠
十三 11.8 欠
十四 11.8 欠
十五 11.7 欠
十六 11.7 欠
十七 11.8 欠
十八 11.8 欠
十九 11.7 欠
二十 11.8 欠
二十一 11.9 欠
二十二 11.9 欠
二十三 11.9 欠
二十四 11.9 欠
二十五 11.9 欠
二十六 11.9 欠
二十七 11.9 欠
二十八 11.9 欠
二十九 11.9 欠
三十 11.8 欠
三十一 12.0 欠
三十二 11.9 欠
三十三 11.6 F0106
三十四 11.7 F0106
三十五 11.7 F0106
三十六 11.6 F0106
三十七 11.7 F0106
三十八 11.7 F0106
三十九 11.7 欠
四十 11.7 欠
四十一 11.7 欠
四十二 11.7 欠
四十三 11.7 欠
四十四 11.7 欠
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『
弘
安
礼
節
』

　

底
本
は
京
都
大
学
附
属
総
合
図
書
館
所
蔵
本（
大
惣
本
02-

03
コ
6
、中
本
1
冊
）。

原
題
簽
「
弘
安
礼
節
」。
奥
付
に
「
平
安
寺
町
通
姉
小
路
北
／
佐
々
木
惣
四
郎
」。
万

治
三
年
版
の
後
摺
本
で
あ
る
。
八
丁
張
の
板
木
三
枚
が
現
存
し
て
い
る
（
揃
）。
底

本
の
書
型
は
中
本
で
あ
る
が
、
匡
郭
寸
か
ら
考
え
れ
ば
、
板
木
は
小
本
用
に
仕
立
て

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
題
簽
は
『
諷
題
三
咏
』
の
袋
板
と
一
緒
に
T
2
3
1
7
に
彫
ら

れ
て
い
る
。

　
【
表
16
】
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
「
一
」
～
「
十
六
」
丁
ま
で
は
、
匡
郭
高
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
が
、
11
・
6
㎝
前
後
で
一
定
し
て
い
る
。
し
か
し「
十
七
」～「
二
十
四
」

丁
ま
で
は
明
ら
か
に
「
十
六
」
丁
ま
で
の
匡
郭
高
に
比
べ
て
、
一
段
低
く
な
っ
て
い

る
。
丁
付
と
匡
郭
寸
の
み
に
よ
れ
ば
、
八
丁
張
の
板
木
に
よ
っ
て
摺
ら
れ
た
こ
と
が

匡
郭
寸
法
に
表
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、該
書
の
板
木
は
「
九
」
か
ら
「
二
十
四
」

丁
ま
で
の
16
丁
分
が
二
枚
の
板
木
に
ば
ら
ば
ら
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
「
十
六
」
～
「
二
十
四
」
丁
の
匡
郭
縦
寸
が
均
一
性
を
持
っ
た
原
因
を
板
木
に
求

め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。『
好
古
日
録
』
や
『
酔
古
堂
剣
掃
』
で
確
認
し
た
例

と
同
様
、
匡
郭
縦
寸
が
板
木
単
位
で
は
な
く
、
丁
順
の
近
い
丁
に
近
似
し
て
い
る
例

と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
板
木
の
構
成
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
事
例
も
あ
っ
た
が
、

ひ
と
ま
ず
匡
郭
縦
寸
の
出
現
パ
タ
ー
ン
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
板
本
が
何

丁
張
の
板
木
で
摺
刷
さ
れ
た
の
か
を
推
定
す
る
方
法
を
試
み
た
。
こ
の
方
法
に
蓋
然

性
が
あ
る
か
否
か
、
紙
質
の
出
現
パ
タ
ー
ン
を
見
た
『
和
歌
麓
の
塵
』
に
つ
い
て
、

匡
郭
高
を
測
定
し
て
み
よ
う
。
以
下
、
紙
質
の
出
現
パ
タ
ー
ン
が
特
徴
的
で
あ
る
と

し
た
中
冊
か
ら
下
冊
に
わ
た
る
下
巻
「
七
六
」
～
「
百
十
八
」
丁
に
つ
い
て
、
紙
質

と
と
も
に
匡
郭
縦
寸
を
【
表
17
】
に
掲
出
す
る
。

丁付 匡郭高 板木No.
四十五 11.8 F0104
四十六 11.8 F0104
四十七 11.7 F0104
四十八 11.8 F0104
四十九 11.8 F0104
五十 11.8 F0104
五十一 11.9 欠
五十二 11.9 欠
五十三 11.9 欠
五十四 12.0 欠
五十五 12.0 欠
五十六 11.8 欠
五十七 11.7 欠
五十八 11.7 欠
五十九 11.7 欠
六十 11.7 欠
六十一 11.7 欠
六十二 11.6 欠
六十三 11.8 F0101
六十四 11.9 F0101
六十五 11.8 F0101
六十六 11.8 F0101
六十七 11.8 F0101
六十八 11.7 F0101
六十九 11.7 欠
七十 11.7 欠
七十一 11.7 欠
七十二 11.7 欠
七十三 11.8 欠
七十四 11.7 欠
七十五 12.0 欠
七十六 12.0 欠
七十七 12.0 欠
七十八 12.0 欠
七十九 12.0 欠
八十 12.0 欠
八十一 11.8 欠
八十二 11.7 欠
八十三 11.7 欠
八十四 11.7 欠
八十五 11.7 欠
八十六 11.7 欠
八十七 11.9 欠
八十八 12.0 欠
八十九 12.0 欠
九十 11.9 欠
九十一 11.9 欠
九十二 11.9 欠
九十三 11.8 F0105
九十四上 11.7 F0105
九十四下 11.7 F0105
九十五 11.7 F0105
九十六 11.7 F0105
九十七 11.8 F0105
九十八 11.9 F0034
九十九 11.9 F0034
百丁 11.9 F0034
百一丁 11.8 F0034
百二丁 11.9 F0034

丁付 匡郭高 板木No.
一 11.6 T1125
二 11.6 T1125
三 11.6 T1125
四 11.6 T1125
五 11.6 T1125
六 11.7 T1125
七 11.6 T1125
八 11.7 T1125
九 11.5 T1115
十 11.6 T1115
十一 11.6 T1115
十二 11.6 T1130
十三 11.5 T1115
十四 11.7 T1130
十五 11.7 T1130
十六 11.5 T1130
十七 11.4 T1130
十八 11.4 T1130
十九 11.4 T1130
二十 11.4 T1130
二十一 11.4 T1115
二十二 11.4 T1115
二十三 11.4 T1115
二十四 11.4 T1115

【
表
16
】　
『
弘
安
礼
節
』
匡
郭
縦
寸
一
覧
表
（
単
位 

㎝
）
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こ
う
し
て
み
れ
ば
、『
和
歌
麓
の
塵
』
の
紙
質
出
現
パ
タ
ー
ン
と
匡
郭
の
高
低
差

の
出
現
パ
タ
ー
ン
は
ほ
ぼ
一
致
を
見
せ
る
の
で
あ
り
、
紙
質
ま
た
は
匡
郭
の
高
低
差

か
ら
板
木
の
構
成
を
導
き
出
す
手
法
に
は
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

　
（
２
）
板
下
の
匡
郭

　

な
ぜ
前
項
に
示
し
た
よ
う
な
高
低
差
が
発
生
す
る
の
だ
ろ
う
か
。例
は
少
な
い
が
、

現
存
の
板
木
の
中
に
は
、
板
下
用
の
匡
郭
・
罫
線
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
明
治
期
の
も
の
で
は
あ
る
が
、T
1
9
3
2
、T
2
0
4
0
（
明
治
十
四
年
刊
『
山

陽
詩
鈔
集
解
』、
図
17
～
18
）
と
T
1
7
7
3
、
T
1
6
0
4
（
明
治
十
年
刊
『
続
文

章
軌
範
纂
評
』、
図
20
、
22
）
の
4
点
が
現
存
し
て
い
る
。

　
『
山
陽
詩
鈔
集
解
』
の
板
木
に
は
、
下
の
小
黒
口
に
「
三
宅
氏
蔵
」
と
陰
刻
が
あ

る
。
T
1
9
3
2
は
裏
面
が
未
刻
、
T
2
0
4
0
の
裏
面
に
は
匡
郭
が
あ
る
が
、
匡

郭
に
装
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
用
途
は
別
と
思
わ
れ
る
（
図
19
）。『
続
文
章
軌
範
纂

評
』
に
つ
い
て
は
、
T
1
7
7
3
の
裏
面
に
奥
付
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
（
図
21
）、『
続

文
章
軌
範
纂
評
』
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
奥
付
を
付
す
板
本
に
行
き
当
た
っ
て
い

な
い
が
、
特
定
の
板
本
に
用
い
る
奥
付
で
は
な
く
、
一
般
的
に
裏
表
紙
見
返
し
に
付

し
て
複
数
の
本
に
流
用
可
能
な
も
の
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
T
1
6
0
4
は
裏

面
が
未
刻
で
あ
る
。
匡
郭
、
罫
線
、
柱
題
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
巻
数
は
「
巻
之
」
ま

で
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
丁
付
は
な
い
。

　
『
続
文
章
軌
範
纂
評
』
の
例
が
分
か
り
や
す
い
が
、丁
付
が
な
く
、巻
名
を
「
巻
之
」

ま
で
と
し
て
い
る
点
、
本
文
の
ど
の
丁
に
も
流
用
可
能
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
の

だ
ろ
う
。
図
版
掲
出
の
用
意
が
な
い
が
、
藤
井
文
政
堂
に
は
『
続
煎
茶
要
覧
』
の
板

下
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
匡
郭
・
罫
線
は
摺
り
で
あ
る
。
何
度
も
同
じ
匡
郭
・
罫

線
・
柱
題
を
板
下
と
し
て
書
く
の
は
非
合
理
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
多
く
の

場
合
、
板
下
は
、
板
下
用
の
板
木
を
用
い
て
匡
郭
・
罫
線
・
柱
題
を
摺
刷
し
て
い
た

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
板
下
用
の
板
木
と
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
板
下
段
階
で
は

匡
郭
寸
が
ほ
ぼ
一
定
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、
最
終
的
な
摺
刷
に
お
い
て
も
匡
郭
高
は

ほ
ぼ
一
定
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、先
に
事
例
を
列
挙
し
た
よ
う
に
、

こ
の
仮
定
は
通
用
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
匡
郭
自
体
に
も
通
常
1
～
2
㎜
の
太
さ
が

あ
る
と
し
て
、
彫
り
の
段
階
で
板
木
ご
と
に
匡
郭
を
太
く
残
し
た
り
、
細
く
彫
り
あ

げ
た
り
し
た
彫
り
の
揺
れ
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
上
述
の
例
に
散
見
さ

れ
る
と
お
り
、
匡
郭
の
高
低
差
に
は
そ
れ
以
上
の
差
異
が
発
生
し
て
お
り
、
彫
り
方

の
違
い
の
み
を
理
由
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

【
表
17
】　
『
和
歌
麓
之
塵
』
底
本　

紙
質
・
匡
郭
縦
寸
対
照
表
（
部
分
、
単
位 

㎝
）

冊 巻 丁付 紙質 匡郭高
中 下 七六 A 13.7

中 下 七三 A 13.7

中 下 七四 A 13.7

中 下 七五 A 13.7

中 下 七七 C 13.5

中 下 七八 C 13.4

中 下 七九 C 13.4

中 下 八十 C 13.3

中 下 八一 B 13.8

中 下 八二 B 13.8

中 下 八三 B 13.8

中 下 八四 B 13.7

中 下 八五 C 14.1

中 下 八六 C 14.1

下 下 八七 A 13.7

下 下 八八 A 13.8

下 下 八九 A 13.8

下 下 九十 A 13.7

下 下 九一 B 13.8

下 下 九二 B 13.8

下 下 九三 B 13.7

下 下 九四 B 13.7

下 下 九五 C 14.0

冊 巻 丁付 紙質 匡郭高
下 下 九六 C 14.0

下 下 九七 C 14.0

下 下 九八 C 14.0

下 下 九九 C 14.0

下 下 百 C 14.0

下 下 百一 C 14.1

下 下 百二 C 14.0

下 下 百三 B 13.4

下 下 百四 B 13.2

下 下 百五 B 13.2

下 下 百六 B 13.2

下 下 百七 D 13.6

下 下 百八 D 13.7

下 下 百九 D 13.6

下 下 百十 D 13.7

下 下 百十一 C 13.6

下 下 百十二 C 13.6

下 下 百十三 C 13.6

下 下 百十四 C 13.6

下 下 百十五 D 13.4

下 下 百十六 D 13.5

下 下 百十七 D 13.6

下 下 百十八 D 13.6
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す
る
た
め
に
は
、
木
材
と
し
て
の
板
木
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

図 17　『山陽詩鈔集解』板下用板木（T1932、奈良大学博物
	 館所蔵、鏡像、部分）

図 19　板下用板木（T2040裏、奈良大学博物館所蔵、鏡像、
	 部分）

図 18　『山陽詩鈔集解』板下用板木（T2040表、奈良大学博
	 物館所蔵、鏡像、部分）

図 21　奥付用板木（T1773裏、奈良大学博物館
	 所蔵、鏡像、部分）

図 20　『続文章軌範纂評』 板下用板木（T1773表、奈良大学
	 博物館所蔵、鏡像、部分）

図 22　『続文章軌範纂評』 板下用板木（T1604表、奈良大学
	 博物館所蔵、鏡像、部分）
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３　
木
材
と
し
て
の
板
木 

―
木
材
乾
燥
と
収
縮
―

　

廣
庭
基
介
氏
・
長
友
千
代
治
氏
は
、

板
木
は
日
本
で
は
桜
の
木
を
使
い
、
板
目
に
と
り
、
両
端
の
木
口
に
は
板
の

反
を
防
ぐ
た
め
に
端
食
を
か
ま
せ
る
。
板
は
表
裏
と
も
二
、三
丁
分
、
横
に
連

続
し
て
使
う
。
桜
材
が
使
わ
れ
る
理
由
は
、
生
木
の
削
り
た
て
は
柔
ら
か
く

て
卵
色
に
白
く
、
彫
刻
に
適
し
、
時
間
が
た
つ
と
赤
味
を
お
び
て
硬
く
な
り
、

摺
刷
に
好
都
合
と
な
る
。

と
述
べ
ら
れ
る
（
（（
（

。
板
目
材
は
、
丸
太
の
周
囲
か
ら
材
を
切
り
出
し
た
も
の
で
、
一
つ

の
丸
太
か
ら
、
丸
太
を
囲
む
よ
う
に
数
枚
の
採
取
が
可
能
で
あ
る
（
（（
（

。

　

さ
て
、
木
材
に
は
三
つ
の
方
向
が
あ
る
。
一
つ
め
は
半
径
方
向
と
呼
ば
れ
、
丸
太

を
想
像
す
れ
ば
分
か
り
や
す
い
が
、
丸
木
の
周
囲
と
中
心
と
を
結
ぶ
方
向
で
あ
る
。

二
つ
め
は
繊
維
方
向
と
呼
ば
れ
、
繊
維
が
伸
び
る

方
向
、
つ
ま
り
木
が
成
長
に
よ
っ
て
伸
び
る
方
向

を
指
す
。
三
つ
目
は
接
線
方
向
と
呼
ば
れ
、
繊
維

方
向
と
直
角
に
交
わ
る
方
向
を
指
し
て
い
う
。
板

木
が
板
目
材
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
う
ち
、
版
面

に
影
響
が
出
る
接
線
方
向
と
繊
維
方
向
の
二
方
向

を
板
木
に
当
て
は
め
た
も
の
が
図
23
で
あ
る
。

　

こ
の
三
方
向
は
木
材
が
乾
燥
す
る
の
に
従
っ
て

膨
張
・
収
縮
す
る
が
、
そ
の
膨
張
率
・
収
縮
率
は

三
方
向
で
大
き
く
異
な
る
。
寺
澤
眞
氏
に
よ
れ
ば
、

一
本
の
丸
太
か
ら
採
取
し
た
材
で
あ
っ
て
も
、
部

位
に
よ
っ
て
収
縮
率
は
異
な
る
（
（（
（

た
め
、
こ
こ
で
は

同
氏
が
提
示
さ
れ
た
「
収
縮
経
過
の
違
い
の
模
式

図
」（
図
24
）（

（（
（

に
よ
っ
て
三
方
向
の
収
縮
率
の
違
い

を
見
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
接
線
方
向

の
収
縮
率
が
最
も
高
く
、
次
い
で
半
径

方
向
の
収
縮
率
が
高
く
、
繊
維
方
向
の

収
縮
率
は
他
の
二
方
向
に
比
較
す
れ
ば

極
め
て
小
さ
い
よ
う
で
あ
る
。

　

図
23
に
戻
り
、
こ
の
収
縮
率
の
違
い

を
板
木
に
当
て
は
め
れ
ば
、
丁
の
縦
方

向
、
つ
ま
り
匡
郭
の
縦
寸
方
向
が
接
線

方
向
に
あ
た
り
、
収
縮
率
が
大
き
く
な

る
。
丁
の
横
方
向
、
つ
ま
り
匡
郭
の
横

寸
は
繊
維
方
向
と
な
り
、
収
縮
率
は
小
さ
い
。
半
径
方
向
は
収
縮
率
が
大
き
い
も
の

の
板
木
の
厚
み
に
関
わ
る
方
向
と
な
り
、
版
面
の
収
縮
に
は
大
き
く
影
響
し
な
い
だ

ろ
う
。

　

前
節
に
お
い
て
、
板
本
の
板
木
の
構
成
に
則
し
て
匡
郭
縦
寸
に
高
低
差
が
生
じ
て

い
る
現
象
を
確
認
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
板
木
に
用
い
ら
れ
た
材
の
接
線
方
向
の
収

縮
率
の
差
異
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
匡
郭
縦
寸
の
高
低
差
と
木
材
収
縮
を
関
連

づ
け
る
理
由
は
も
う
一
つ
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
『
和
歌
麓
の
塵
』
の
匡
郭
縦
寸
に

は
高
低
差
が
認
め
ら
れ
た
。
先
の
表
に
は
匡
郭
横
寸
を
掲
出
し
な
か
っ
た
が
、
縦
寸

に
高
低
差
が
認
め
ら
れ
て
も
、
横
寸
は
9.5
～
9.6
㎝
と
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
。
横
寸
が
一

定
で
あ
る
の
に
対
し
、
縦
寸
に
大
き
な
高
低
差
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
接
線

方
向
と
繊
維
方
向
の
収
縮
率
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
見
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、青
木
賜
鶴
子
氏
に
よ
る
『
源
氏
物
語
評
釈
』
の
全
丁
採
寸
調
査
に
よ
れ
ば
、

板
木
と
板
本
の
匡
郭
の
横
寸
を
比
較
し
た
場
合
、
板
木
の
ほ
う
が
大
き
い
例
が
認
め

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
（（
（

。
図
24
に
よ
れ
ば
、
匡
郭
の
横
寸
す
な
わ
ち
板
木
の
繊
維

方
向
は
、
繊
維
方
向
で
は
含
水
率
20
～
30
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
膨

張
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、『
源
氏
物
語
評
釈
』
の
板
木
は
こ
れ
に
関
わ
っ
て
起
こ
っ

図 23　板木（板目材）の方向

図 24　寺澤眞氏「収縮経過の違いの模式図」
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た
現
象
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
木
材
の
収
縮
と
い
う
観
点
か
ら
、
板
本
の
匡
郭
縦
寸
に
高
低
差
が
発
生
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
証
し
た
。
前
節
で
は
、
板
本
の
匡
郭
縦
寸
か
ら
そ
の
板
本
を
摺

刷
し
た
板
木
が
何
丁
張
だ
っ
た
か
を
推
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
板
下
の
匡
郭
が
摺

刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
板
下
段
階
で
は
匡
郭
寸
法
が
ほ
ぼ
一
定
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
の
二
点
を
確
認
し
て
お
い
た
。板
下
の
匡
郭
寸
法
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
の
に
、

最
終
的
に
板
木
ご
と
に
匡
郭
縦
寸
が
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
板
木
を
仕

立
て
る
際
に
は
寸
法
が
安
定
し
な
い
材
、
つ
ま
り
一
点
の
板
本
に
関
わ
る
板
木
の
含

水
率
が
も
と
も
と
均
一
で
は
な
か
っ
た
、
ま
た
は
異
な
る
丸
太
か
ら
切
り
出
さ
れ
た

材
が
混
在
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
同
一
の
丸
太
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
が
、
部
位
が
異

な
る
た
め
に
収
縮
率
の
誤
差
が
出
た
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
各
板
木
の
収
縮
率
に
違

い
が
生
じ
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ら
が
板
本
の
匡
郭
縦
寸
の
高
低
差
が
発
生
す
る
第
一

の
理
由
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
理
論
は
覆
刻
に
お
け
る
匡
郭
寸
の
収
縮
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
従
来
、
覆
刻
に
よ
る
版
面
収
縮
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
例
え
ば
、

覆
刻
版
は
版
面
が
収
縮
す
る
。
版
下
は
敷
写
し
で
あ
る
か
ら
版
下
も
同
寸
に
な

る
が
、
板
木
に
貼
っ
て
か
ら
は
乾
燥
し
て
収
縮
す
る
。
縮
小
幅
は
半
紙
本
で
数

粍
に
な
る
。

の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
き
た
（
（（
（

。
つ
ま
り
板
下
の
収
縮
が
版
面
収
縮
の
原
因
と
見
な
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

い
ま
筆
者
は
そ
れ
を
科
学
的
に
否
定
す
る
材
料
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

板
下
の
収
縮
を
原
因
と
み
る
こ
と
を
完
全
に
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、

原
版
の
丁
を
そ
の
ま
ま
板
下
に
用
い
た
り
、
謄
写
や
臨
模
に
近
い
形
で
板
下
を
作
成

す
る
な
ど
し
て
、
含
水
率
の
高
い
新
し
い
板
に
貼
り
付
け
て
彫
れ
ば
、
板
木
の
乾
燥

に
伴
っ
て
版
面
、
特
に
木
材
の
接
線
方
向
に
相
当
す
る
縦
寸
は
大
き
く
収
縮
し
、
必

然
的
に
原
版
の
版
面
よ
り
も
、
覆
刻
の
版
面
の
ほ
う
が
収
縮
す
る
だ
ろ
う
。
覆
刻
に

見
ら
れ
る
版
面
収
縮
は
、
板
下
の
収
縮
よ
り
も
む
し
ろ
、
板
木
の
収
縮
を
原
因
と
捉

え
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
木
材
収
縮
の
理
論
は
、
板
本
上
に
表
れ
る
別
の
現
象
に
対
す
る
理
解

に
対
し
て
も
有
効
で
あ
り
、
板
木
毎
に
匡
郭
縦
寸
が
数
㎜
単
位
で
異
な
っ
て
く
る
現

象
を
、
木
材
収
縮
の
理
論
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
「
丁
飛
ば
し
」
や
、
板
木
に
す
っ
き
り
と
収
ま
ら
な
い
丁
を
組
み
合
わ

せ
て
あ
る
板
木
の
事
例
を
見
る
と
、必
ず
し
も
こ
の
理
論
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

『
好
古
日
録
』
や
『
酔
古
堂
剣
掃
』、『
弘
安
礼
節
』
の
事
例
で
は
、同
じ
板
木
に
収
ま
っ

て
い
る
丁
と
匡
郭
縦
寸
が
近
似
せ
ず
、
丁
順
の
近
い
丁
に
近
似
す
る
と
い
う
例
が
認

め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
一
点
の
板
本
に
お
け
る
匡
郭
の
縦
寸
の
異
な
り
の
原

因
を
、
板
木
の
収
縮
だ
け
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
の
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
も
と
も
と
複
数
の
板
下
用
匡
郭
が
あ
り
、
板
下
の
時
点
で
一
枚
の
板
木
に
収
ま

る
丁
の
匡
郭
縦
寸
が
幾
分
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

逆
に
、『
好
古
小
録
』『
和
漢
研
譜
』
で
は
、
丁
順
の
近
い
丁
よ
り
も
、
同
じ
板
木

に
収
ま
っ
て
い
る
丁
と
匡
郭
縦
寸
が
近
似
す
る
例
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
上
述

の
木
材
収
縮
の
理
論
で
説
明
が
付
く
。
し
か
し
『
好
古
日
録
』
や
『
酔
古
堂
剣
掃
』

の
事
例
を
も
参
考
に
し
た
上
で
、
複
数
の
板
下
用
板
木
が
あ
り
、
そ
の
時
点
で
匡
郭

縦
寸
が
幾
分
異
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
板
下
作
成
以
前
に
あ
ら
か
じ
め
ど
の
丁
を

ど
の
板
木
に
収
め
る
か
が
決
ま
っ
て
お
り
、
同
じ
板
木
に
収
め
る
丁
に
は
、
同
一
の

板
下
用
板
木
で
摺
刷
し
た
匡
郭
を
選
ん
で
使
用
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
。

　

第
1
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
丁
飛
ば
し
」
は
版
権
の
分
割
所
有
―
お

よ
び
そ
れ
に
伴
う
板
木
の
分
割
所
有
―
に
関
わ
っ
て
編
み
出
さ
れ
た
板
木
の
仕
立
て

ら
れ
方
で
あ
る
。
板
下
作
成
以
前
に
ど
の
丁
を
ど
の
板
木
に
収
め
る
か
が
決
ま
っ
て

い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
板
下
作
成
以
前
に
板
前
の
み
な
ら
ず
、
板
木
ひ
い
て
は
版
権

を
ど
の
よ
う
に
分
割
所
有
す
る
か
ま
で
、
あ
る
程
度
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

本
稿
で
掲
出
し
た
事
例
だ
け
で
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
な

お
後
考
を
俟
つ
必
要
が
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
試
論
は
、
板
本
上
に
表
れ
る
現
象
の

理
解
に
役
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
近
世
出
版
に
お
け
る
一
点
の
板
本
の
出
版
過
程
を

少
し
く
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

近
代
に
入
っ
て
摺
ら
れ
た
近
世
以
前
成
立
の
板
本
を
指
す
語
に「
明
治
摺
」や「
近

代
摺
」
が
あ
る
。
本
稿
中
で
も
使
用
し
た
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
し
て
摺
り
が

悪
く
、
紙
質
の
混
在
に
至
っ
て
は
、
本
の
作
り
が
杜
撰
で
あ
る
と
い
う
誹
り
を
免
れ

ず
、
文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
は
低
い
。
し
か
し
杜
撰
な
作
り
ゆ
え
に
、
近
代
摺
が

物
語
る
事
実
が
あ
る
。

　

第
1
節
で
は
、
紙
質
の
混
在
と
い
う
近
代
摺
の
杜
撰
さ
を
逆
手
に
取
っ
て
、
そ
の

本
を
摺
刷
し
た
板
木
が
何
丁
張
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
と
し
た
。
そ
こ
に

は
文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
以
外
に
、
近
代
摺
の
学
術
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

諸
本
を
網
羅
的
に
扱
う
中
で
、
初
摺
の
善
本
を
博
捜
す
る
努
力
は
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
板
本
書
誌
学
に
「
板
木
書
誌
学
」
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
場
合
、
常
に
有
用

な
情
報
が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
近
代
摺
の
板
本
は
、
少
な
く
と
も
現
在
以

上
に
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

第
2
節
で
は
、
採
寸
結
果
の
羅
列
に
終
始
し
た
感
が
あ
る
が
、
匡
郭
寸
法
の
出
現

パ
タ
ー
ン
を
見
る
手
法
は
、
板
木
と
い
う
存
在
を
強
く
意
識
し
て
板
本
を
観
察
し
た

か
ら
こ
そ
導
き
出
せ
た
視
点
で
あ
る
。「
板
木
」
と
い
う
存
在
、板
本
が
木
材
に
よ
っ

て
摺
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
板
本
を
観
察
す
る
と
き
、
板
木
が
二
丁

張
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
か
、
四
丁
張
か
、
六
丁
張
か
、
匡
郭
縦
寸
の
出
現
パ
タ
ー

ン
が
そ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
は
、
本
稿
で
提
示
し
た
調
査
結
果
に
よ
り
、

ほ
ぼ
疑
い
を
容
れ
な
い
。
た
だ
し
本
稿
で
は
板
本
の
匡
郭
高
の
採
寸
に
終
始
し
、
現

存
板
木
の
匡
郭
高
の
採
寸
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
（
（（
（

。
こ
の
問
題
は
本
来
、板
木
・

板
本
の
両
者
を
同
時
に
扱
っ
た
上
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
上
で
今
後
本
稿
全

体
の
再
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

第
3
節
で
は
、
匡
郭
縦
寸
に
高
低
差
が
表
れ
る
こ
と
の
原
因
を
、
木
材
収
縮
の
特

性
に
求
め
た
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
蛤
本
に
は
匡
郭
が
な
い
が
、

同
様
の
事
例
が
、
匡
郭
が
備
わ
り
、
か
つ
板
木
の
現
存
し
な
い
板
本
上
に
表
れ
た
場

合
に
は
、
本
稿
で
述
べ
た
方
法
論
が
き
っ
と
有
効
に
作
用
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

板
本
の
書
誌
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
常
に
全
丁
の
匡
郭
寸
を
採
寸
す
る
こ
と
は

合
理
的
で
は
な
い
。
作
業
量
は
膨
大
で
あ
り
、
そ
れ
が
常
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
る
確
証
も
な
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、
数
値
に
よ
っ
て
比
較
す
る
よ
り
も
、

原
本
を
手
に
取
っ
て
観
察
し
た
方
が
、
か
え
っ
て
匡
郭
の
高
低
差
グ
ル
ー
プ
を
把
握

し
や
す
い
と
い
う
実
感
も
あ
っ
た
。
全
丁
の
匡
郭
を
採
寸
す
る
こ
と
ま
で
し
な
く
と

も
、
何
か
し
ら
板
木
の
構
成
を
考
慮
す
べ
き
事
例
に
行
き
当
た
っ
た
際
に
は
、
板
本

を
閉
じ
て
、板
心
側
か
ら
眺
め
て
み
る
こ
と
も
あ
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、「
板
木
書
誌
学
」
の
構
築
に
あ
た
り
、
異
な
る
紙
質
・
匡
郭
の
高
低
差

の
出
現
パ
タ
ー
ン
を
板
本
観
察
手
法
の
一
つ
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

第
3
節
の
末
尾
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
観
察
方
法
が
板
本
上
に
表
れ
た
現
象
の
理

解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
世
出
版
に
お
け
る
出
版
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
可
能

性
を
主
張
し
た
。

〔
注
釈
〕

（
1
）
拙
稿
「
板
本
の
板
木―

そ
の
基
本
的
構
造
」（
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究

17
、
二
〇
一
〇
）

（
2
）
永
井
一
彰
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
蛤
本
の
謎
」（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
9
、
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板
本
に
表
れ
る
板
木
の
構
成 

―
紙
質
・
匡
郭
―

二
〇
〇
一
）

（
3
）
拙
稿
「『
賞
奇
軒
墨
竹
譜
』
の
板
木
」（
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
10
、
二
〇
一
〇
）

（
4
）
木
村
三
四
吾
「『
冬
の
日
』
初
版
本
考
」（
木
村
三
四
吾
著
作
集
Ⅰ
『
俳
書
の
変
遷
―
西
鶴
と

芭
蕉
』、
一
九
九
八
、八
木
書
店
）

（
5
）
木
村
三
四
吾
「『
春
の
日
』
初
版
本
考
」（（
2
）の
木
村
氏
著
書
に
所
収
）

（
6
）
黒
丸
点
は
完
全
な
中
黒
で
は
な
く
、中
央
に
わ
ず
か
な
白
抜
き
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

白
丸
点
と
は
明
確
に
区
別
可
能
な
た
め
、
本
稿
で
は
黒
丸
点
と
称
し
た
。
ま
た
、
二
十
九
ウ

は
白
丸
・
黒
丸
が
混
在
し
て
い
る
が
、
黒
丸
を
基
調
と
し
て
い
る
。

（
7
）
拙
稿
「
板
木
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
と
近
世
出
版
研
究
へ
の
活
用
」（
赤
間
亮
・
冨
田

美
香
編
『
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
日
本
文
化
研
究
』、
二
〇
一
〇
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）

（
8
）
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
」（http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/about.

htm
l

）

（
9
）
永
井
一
彰
「
板
木
の
分
割
所
有
」（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
17
、
二
〇
〇
九
）

（
10
）（
3
）の
拙
稿
参
照
。

（
11
）
木
村
三
四
吾
「『
西
鶴
織
留
』
諸
版
考
」（
木
村
三
四
吾
著
作
集
Ⅲ
『
近
世
版
本
考
』、

一
九
九
八
、八
木
書
店
）

（
12
）
後
摺
本
に
お
け
る
版
面
収
縮
に
つ
い
て
は
、（
11
）
の
文
献
で
は
示
唆
に
と
ど
ま
り
、（
4
）

な
ど
の
文
献
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）（
1
）の
拙
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
14
）
該
書
と
そ
の
板
木
に
つ
い
て
は
（
3
）
の
拙
稿
に
詳
述
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
存
す
る

「
三
十
三
」～「
三
十
六
」丁
の
板
木
は
底
本
と
一
致
し
な
い
た
め
、表
5
で
は「
欠
」と
し
た
。

（
15
）（
2
）に
指
摘
が
あ
る
。

（
16
）
廣
庭
基
介
・
長
友
千
代
治
『
日
本
書
誌
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
一
九
九
八
、世
界
思
想
社
）

（
17
）
板
木
が
板
目
に
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、（
1
）
の
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
木
の
節
（
枝

の
痕
跡
）
が
刻
面
に
表
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
18
）
寺
澤
眞
『
木
材
乾
燥
の
す
べ
て 

改
訂
増
補
版
』（
二
〇
〇
四
、
海
青
社
）。

（
19
）（
18
）の
寺
澤
氏
著
書
よ
り
転
載
。

（
20
）
青
木
賜
鶴
子
「
萩
原
広
道
『
源
氏
物
語
評
釈
』
の
版
木
と
出
版
」（
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
年
報
10
、
二
〇
〇
九
）

（
21
）（
16
）
に
同
じ
。

（
22
）
板
木
の
匡
郭
寸
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
を
進
め
て
い
る
。
板
木
の
匡
郭
高
は
、
板
本
に
比

し
て
1
～
2
㎜
小
さ
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
ズ
拠
点
」（
立
命
館
大
学
）
お
よ
び
平
成
23
年
度
科
研
費(

課
題
番
号23820071)

に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
度
近
世
京
都
小
説
研
究
会
五
月
例
会
に

お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。
席
上
、
ご
教
示
を
下
さ
っ
た
先
生
方
、
資
料
の
掲
載
を
ご

許
可
下
さ
っ
た
各
機
関
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


